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国及び茨城県は,ひたちなか市 (旧那珂湊市,勝田市)と ,東

海村にまたがって位置する水戸射爆撃場跡地内に,「常陸那珂国

際港湾公園都市」の建設を進めております。この建設予定地域内

の海岸砂丘地帯には,埋蔵文化財包蔵地である沢田遺跡が確認さ

れております。

財団法人茨城県教育財団は,運輸省及び茨城県から埋蔵文化財

発掘調査事業についての委託を受け,昭和62年 7月 から平成 3年

3月 まで四次にわたる発掘調査を実施し,その成果を 2部の報告

書にまとめ刊行いたしました。さらに,平成 4年度には茨城県か

らの委託を受け,沢田遺跡の第五次発掘調査を実施いたしました。

本報告書は,沢田遺跡の第五次発掘調査における調査成果を収

録したものです。本書が学術的な研究資料としてはもとより,教

育,文化向上の一助としても,広 く活用されますことを希望いた

します。

なお,発掘調査から報告書の刊行に至るまで,委託者である茨

城県をはじめ,茨城県教育委員会,那珂湊市教育委員会ならびに,

関係機関・関係各位から御指導,御協力を賜 りましたことに対し,

衷心より感謝の意を表します。

平成 7年 3月

財団法人 茨城県教育財団
理事長 磯 田  勇
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10号土樋土層断面,第85      況,第42号粘土貼土坑断割状況

号釜屋内鍼水槽      P L26 第57号粘土貼土坑,第72号粘土貼土坑,第78

P L12 第 5,6号 製塩跡 第 6号亀断割状況,第26      号粘土貼土坑

号屋外戯水槽と第 3・ 6  P L27 第80号粘土貼土坑,第80号粘土貼土坑断割状

号土樋,第26号屋外鍼水      況,第 102号粘土貼土坑

槽と第 3号土樋確認状況  P L28 第111・ 112号粘土貼土坑,第 13号炉跡 。第25

P L13 第 6。 7号製塩跡 第 3・ 6号土樋,第68号      号土坑,第 15号炉跡    _

屋外戯水槽土層断面,第   P L29 第22号炉跡とその周辺,第22号炉跡遺物出土

70号屋外戯水槽          状況,第 39号石組炉跡

P L14 第 7号製塩跡 第73屋外鍼水槽,第 15号土樋  P L30 第40号炉跡,第43号炉跡断割状況,第62号炉

確認状況,第 15号土樋断割状      跡



P L31 第 1号土坑,第 1号土坑断割状況,第 2号土

坑

P L32 第 5号土坑土層断面,第 8号土坑,第 15号土

坑断割状況

P L33 第18・ 19号土坑,第60号粘土貼土坑 。第34号

土坑,第46号土坑

P L34 第52号土坑と石列,第60号土抗と石組遺構 ,

第80号土坑断割状況

P L35 第 1号墓墳,第 2号墓墳,不明石列遺構

P L36 B 3b7区貝殻集積状況,遺構外遺物出土状況

(内耳土鍋片), E4j8区遺物出土状況 (内耳

土鍋片,人骨 )

P L37 遺構外遺物出土状況 (土師質土器の皿),

(七輪),(砥 石 )

P L38 G 5a9区 遺物出土状況 (墨書供養石),H5fo

区遺物出土状況 (鍔 ), B3gl区遺物出土状況

(幼児骨,小刀,六道銭 )

P L39 B 3gl区 遺物出土状況 (幼児骨と六道銭 ),遺

構外遺物出土状況 (人骨と内耳土鍋片),

(人骨と六道銭 )

P L40 F 5d8区 遺物出土状況 (幼児骨と貝殻 ),遺構

外遺物出土状況 (獣骨),H6il区遺物出土状

況 (獣骨 )

P L41 E4～ F4区調査終了後風景,埋め戻し作業

風景,調査終了後全景

P L42 第 1。 3号製塩跡,誠水槽出土遺物

P L43 戯水槽,炉跡,土坑,不明遺構出土遺物

P L44 遺構外出土遺物 (内耳土鍋 )

P L45 遺構外出土遺物 (内耳土鍋・土師質土器の皿 )

P L46 粘土貼土坑,土坑,不明遺構,遺構外出土遺

物 (内耳土鍋片 )

P L47 遺構外出土遺物 (土師質・瓦質土器 )

P L48 遺構外出土遺物 (七輪・陶器片 )

P L49 遺構外出土遺物 (陶器・妬器片 )

P L50 遺構外出土遺物 (陶器・煽器片 )

P L51 遺構外出土遺物 (陶器・磁器・須恵器・妬器

片 )

P L52 遺構外出土遺物 (陶器片・土製品・ガラス製

品 )

P L53 土師質・瓦質土器・妬器片,縄文式上器・須

恵器・埴輪片

P L54 鍼水槽 。遺構外出土遺物 (石製品 )

P L55 遺構外出土遺物 (石・金属製品 )

P L56 土坑,遺構外出土遺物 (金属製品 )

P L57 遺構外出土遺物 (金属 。骨角製品 )

P L58 餓水槽・土坑出土遺物 (古銭),第 3号竃断

割作業風景



第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

昭和21年以降,米空軍により使用されてきた「水戸対地射爆撃場」は,昭和48年 (1973年 )に 日本政府に返

還された。返遠後の跡地利用について茨城県は,昭和56年 (1981年 )に大規模流通港湾と国営公園を主な用途

とする跡地利用計画を決定した。その計画に基づき,跡地内の道路整備事業の一環として,本事業「一般県道

水戸那珂湊線道路改良工事」が実施されることになった。

平成 3年 12月 ,事業主体者である茨城県土木都道路建設課は,茨城県教育委員会と共に工事区域の現地踏査

を行い,埋蔵文化財の存在を確認した。平成 4年 1月 ,茨城県土木部道路建設課は茨城県教育委員会に工事区

域内の埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を行い,沢田遺跡の一部と考えられる20,000m2に ついて,発掘調査

による記録保存の措置を講ずることになった。そしてその調査機関として,茨城県教育財団が紹介された。

財団法人茨城県教育財団は,平成 4年 4月 1日 付で茨城県と埋蔵文化財発掘調査の業務委託契約を締結し,

平成 4年 4月 1日 から平成 5年 3月 31日 まで沢田遺跡の第五次発掘調査を実施することになった。

第 2節 調査経過

沢田遺跡の第五次発掘調査は,平成 4年 4月 1日 から平成 5年 3月 31日 までの 1か年にわたって実施された。

以下,調査の経過について,その概要を記述する。

4 月  7日 に,本年度調査エリアの現地踏査を行い,それをもとに調査計画を作成した。13日 に現場事務

所を開設し,22日 から作業員を投入した。まず,調査区の南側から東西の トレンチを設定して試掘を

行い,遺構確認調査を進めていった。

5 月  前月に引き続きトレンチ試掘を行い,27日 から重機を投入した。最初にエリア内にあった仮設道路
の砕石除去を行った。

6 月  12日 にトレンチ試掘が終了し, E4区 を中心に黒色土砂を確認した。15日 に方眼杭打ちを行い,翌
日からE4区の遺構調査を始めた。それと並行して,18日 から重機による表砂除去及び,遺構確認作

業を開始した。

7 月  6日 から22日 にかけ, E4区確認面を中心とするエリア内の第 1回危険物調査が行われた。その結
果,砂中に埋没していた危険弾数発を確認し,自衛隊に依頼 して除去した。27日 から,新たにG5区 ,

H5・ 6区 ,の遺構調査を開始した。28日 ,エ リア内にあった仮設道路のエリア外への移設が完了し

た。

8 月  4日 ,エ リア内に立っていた電柱の移設が行われた。また 5日 には,自 衛隊の爆発物処理班による

危険弾の検分が行われた。 7日 から, B3,C3区 の遺構調査を開始した。この区の調査において ,
墓墳 2基 を確認した。20日 までに,エ リア内にあった仮設道路のアスファルト除去作業が完了し,エ

リア内の障害物がすべてなくなった。26日 には,第 2回 目の方眼杭打ちを実施した。

9 月  1日 から14日 にかけ,第 2回危険物調査が行われ,危険弾数発を確認した。18日 から,D5, E5
区の遺構調査を開始した。
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10  月

11 月

12 月

3 月

月

　

月

2日 から, F5。 6区 ,G6区 の遺構調査を開始した。遺物の状況から,今回の調査において最も

新しい,近代の生活面にあたると思われる。28日 からは,い よいよG6, H6区の上樋とそれに伴う

大型戯水槽の調査を始めた。31日 には,第 3回 目の方眼杭打ちを実施した。

10月 30日 よりH月 5日 まで,那 T可湊市「懐古館」において,「沢田遺跡調査成果展示」を実施し,

250名 の見学者があった。 9日 から, 16, J6区の製塩遺構群の調査を開始し,電 1基 ,屋外馘水

槽 7基,屋内餓水槽と思われるもの 2基を確認した。27日 からは,D4区 , E4・ 5区の下層部の遺

構調査を開始した。30日 には,自衛隊爆発物処理班による,不発弾の爆破処理が行われ,現場作業を

休止した。

9日 に,那珂湊署による人骨検分が実施され,埋葬処理を行っても問題ないとの判断が下された。

D4区 , E4・ 5区の下層部に確認された遺構の調査を行い, S N148の 底面から五輪塔の風・空輪

部が,ま た,G5a9区の砂中から墨書のある自然石が出土した。G6区 に確認された釜屋であるSK

l10の調査も行った。

G5・ 6区の小規模土坑群の調査と,H6区 の大型戯水槽と土樋の密集した部分の調査を進めた。

H6区の釜屋 S K96と , G6区からH6区にかけての二次面に確認された戯水槽と小規模土坑群の

調査を進めた。16日 には,班内研修が実施され,榊奈川大学短期大学部教授の網野善彦氏を招聘して,

遺跡に関してのコメントをいただいた。また,19日 には阿字ケ浦の浄妙寺にて,第 1回 目の人骨埋葬

が行われた。25日 からは,G6区 からH6区にかけての三次面の調査を開始した。

4日 までですべての遺構調査を終了し,重機による埋め戻しに入った。作業員は11日 まで撤収の準

備を行い,12日 には埋め戻 しも完了した。 8日 には報告会,15日 には第 2回 目の人骨埋葬を実施し,

25日 までに事務所の撤収を完了し,調査を終了した。
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

沢田遺跡は,茨城県ひたちなか市阿字ケ浦町大字沢田字青塚から渚にかけて所在 している。ひたちなか市は

平成 6年■月 1日 に,旧勝田市と旧那珂湊市が合併 して誕生 したが,旧市域で言えば,沢田遺跡は那珂湊市の

最北東部に位置している。旧那珂湊市は,東端が黒潮と親潮の交錯する太平洋に面 しており,古 くから気候 ,

産業,交通などの面で,こ の海の影響を大きく受けてきた地域である。また中心市街地は市域の南東端部,那

珂川の河日左岸に面した所にあり,14世紀以降港として発展 し
(1),現
在は多 くの水産業関連施設を有 している。

行政的には,北の東海村,西の旧勝田市,南の水戸市 (旧常澄村),大洗町と境を接 し,海に向かっての交通

の要地となっている。

また地形的には,沢田遺跡は,阿字ケ浦海水浴場から北へ久慈川河口まで広がる太平洋岸の砂丘地帯「東海

・阿字ケ浦砂丘」の中に位置 している。この海岸砂丘は,海岸の狭い低地に留 まらず,久慈川と那珂川の間に

広がる「那珂台地」の東端に這い上が り,数 kmほ どの内陸部にまで及んでいる。これは,こ の海岸に吹 く北な

いし北々東の卓越風によって,砂が内陸へ運ばれたためである。この砂は,風による分級作用によってふるい

分けられた粒揃いの中粒砂で形成されている。この砂からなる小砂丘群が,北東から南西方向に稜線をもち,

雁行状に配列されている
(2)。
遺跡の標高は 9～ 12m程度で,径10m前後の非常に小さな砂丘が点在 し,比高差

2～ 3m程度の起伏を作 り出している。この砂丘の地層は,最上部に厚 さ10m近い砂丘砂の堆積が見られ,そ

の下は厚さ 3～ 4mの 関東ローム層があり,その中部に鹿沼軽石層を挟んでいる (3)。

植生については,遺跡のある汀線近 くの微小砂丘地では,微小砂丘の頂上部を中心にハマヒルガオ,ハマエ

ンドウなどの海浜植物が自生 しており,そ の部分を掘ると,下に黒色土混じりの砂層が確認できる。これは海

浜植物の腐植堆積によるものと思われる。汀線から300m程度以上内陸になると,小砂丘群となり,その部分は

標高差に関係なくマツ類の群生や,乾燥性の文の低い草木類が見られ,内陸部に行 くほど松の樹高が高くなる

傾向がある。

風による砂の移動は非常に大きく,平均風速10m前後の風が一晩吹き続けると,深 さlmほ どの穴はたちま

ち埋まってしまうくらいである。また海岸に寄せる波の高さは,比較的風のない穏やかな日でもlm～ l m50

cmほ どあり,満潮時に高潮が押し寄せたりすると,波の高さは5mを超え汀線はかなり上昇する。これにより,

海岸の製塩遺構が破壊されているところもある。

このように,沢田遺跡の自然環境は,海岸であるが故の自然現象に非常に強い影響を受ける地域であること

を念頭において考えていかなければならない遺跡である。

注

(1)茨城県  『茨城県史 市町村編』 1972年 3月

(2)茨城県  『土地分類基本調査 那珂湊』 1991年 3月

(3)(2)前掲書
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第 2節 歴史的環境

前回までの調査では,沢田遺跡は中世から近世初期にかけての製塩遺跡であるという見解を示してきたので
(1),

ここでは中世以降についての沢田遺跡周辺の地域の概観を行うことにする。

まず,沢田遺跡の存在する海岸地域は,平安時代には湊・平磯・磯崎・都田野地区とともに前浜 (現在の阿

字ケ浦)が常陸国那賀郡幡田郷に所属していたことから
(2),こ の幡田郷にあったことが推定できる。これが中

世になると,戸田野郷と表現が変わり,吉田郡に所属した
(2)。
鎌倉時代は,公領として大嫁職の馬場氏が代々管

轄していたようである
(2)。
その後鎌倉時代末期から南北朝時代には,戸田野郷は鹿島神宮の神領だったようで

ある
(3)。
さらに応永33年 (1426年 )に は,水戸館に本拠を置き吉田郡一帯を支配していた大抜氏 (旧馬場氏 )

が江戸通房に館を占拠され,以後戸田野郷周辺の地は江戸氏の所領となったようである(4)。

近世に入り,天正28年 (1590年 )に は,水戸の江戸氏が佐竹氏に追われ,江戸氏の所領は佐竹領となった
(5)。

この時期は,「前はま」の地が確実に佐竹領であったことが史料から確認できる“
)。

しかし,佐竹領の時代は長

続きせず,関ケ原の戦における戦後処理の一環として,佐竹氏は慶長 7年 (1602年 )徳川家康に秋田国替を命

ぜられ,常陸を去った。以後,数年間は実質的に家康の直轄領となったが,慶長14年 (1609年 )に は初代水戸

藩主となる徳川頼房が封ぜられ,水戸藩の時代が始まった
(7)。

水戸藩政時代には,沢田遺跡周辺の情報が諸史料に見られるようになってくる。元和年間 (1615～ 24年 )に

は,猛烈な強風が吹き,「大塚,青塚,二亦」村などの海岸集落が内陸部の「前浜,馬渡,長砂」などの集落

へ移住したといわれている
(8)。 このことにより,沢田周辺の地は常住の集落ではなくなった可能性もあるが ,

天保13年 (1842年 )の前浜村田畠反別図には沢田海岸に塩竃 9軒 ,沢田川に沿って水車 1軒 と水田の地割りが

記されており,移住後も耕作や製塩が行われていたことがわかる。製塩に関しては,その後も亀数の増減はあ

ったが,明治18年 (1885年 )ま では継続していたようである
(9)。

近代に入ると,前浜村は明治 4年 (1871年 )7月 の廃藩置県で水戸県に所属した。さらに11月 には茨城県に

所属が変わった
(Ю )。
また明治22年 (1898年 )の町村制で,足崎,長砂,馬渡,前浜の4村が合併し,前渡村が

誕生した
(n)。
製塩については,明治35年 (1911年 )から同43年 (1919年 )の間は前浜で行われていたようであ

る
(12)。

大正時代には,沢田遺跡の背後に広がる広大な砂丘地帯は,水戸三連隊の実弾射撃演習場として利用さ

れ始めた。その後,昭和初期に一時途絶えたものの,昭和11年 (1936年 )か らは陸軍航空隊の爆撃演習が行わ

れるようになり,昭和15年 (1940年 )に は,前浜地区は水戸陸軍飛行学校の飛行場となった。さらに終戦後の

昭和21年 (1946年 )6月 には,飛行場敷地と建物が米占領軍に接収され,「水戸対地射爆撃場」となった(｀ )。

土地の古老の話によると,戦中,戦後を通じ食料不足の状態が続いた時には,鉄製の長方形釜を使い,直煮法

による塩作りを行ったとのことである。

そして昭和29年 (1954年 )3月 30日 ,前渡村大字前浜は那珂湊町と合併し,翌 31日 那珂湊市が誕生した。さ

らに昭和33年 (1958年 )7月 1日 ,「前浜町」を「阿字ケ浦町」に変更し(“ ),平成 6年 11月 1日 には,那珂湊

市と勝田市が合併し,「ひたちなか市Jと なり現在に至っている。

注

(1)茨城県教育財団  「常陸那珂港関係埋蔵文化財調査報告書 1 沢田遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報

告第52集』 財団法人茨城県教育財団 1989年 3月

茨城県教育財団  「常陸那珂港関係埋蔵文化財調査報告書 2 沢田遺跡」 (上 ),(下 )2冊 『茨城県教育財
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団文化財調査報告第77集』 財団法人茨城県教育財団 1992年 3月

(2)中 山信名・栗田寛 『新編常陸国誌』 「巻第三那珂郡幡田郷の条」 宮崎報恩会版,待書房 1979年 12月

(3)茨城県史編さん中世史部会  『茨城県史料中世編 I』  「鹿嶋神宮領田敷注文案」 (康永二年正月九日

書写)茨 城県 1970年 3月

14)(2)前掲書 巻第一 建置沿草の条

(5)(2)前掲書 巻第一 建置沿革の条

(6)那珂湊市地名研究会  『那珂湊の地名』 那珂湊市 1986年 3月

文禄 4年 (1595年 )7月 16日 の中務大輔当知行日録写 (佐竹義秀文書)に 「前はま」の地名が見える。

(7)茨城県史編集委員会 『茨城県史近世編』 茨城県 1985年 3月

(81 佐藤次男  「伝説千々乱風」 『茨城県史研究32』  茨城県史編さん委員会 1975年 8月

(9)小池信親  「前浜村史」 『那珂湊市史料第一集』 那珂湊市史編さん委員会 1975年 3月

10 宮崎報恩会  町БI可湊の歴史』 財団法人宮崎報恩会 1974年 1月

住D 10前掲書

19 梅原勇  『地方史研究とその活用―近世以降の常陸地方における製塩の研究を通して一』 昭和44年度

内地留学研究報告書 1970年 3月

09 勝田市史編さん委員会  『勝田市史料V 水戸射爆撃場の歴史』 勝田市 1982年 1月

住つ tO前掲書

表 1 沢田遺跡周辺中世城館跡・塚一覧表

中
　
口丁

図
　
番

名 称

県遺跡

番 号
現  況 築  城  者 時 期 備 考

1 真 崎 城 跡 534 山林・畑 真崎三郎義連 鎌倉～戦回 本郭 ,土塁 ,一。二の壕残存

2 多良崎城跡
０
０ 山林 伝多良崎次郎盛忠 鎌倉 史跡として整備

清 水 館 跡 3187 山林・畑 戦国 土塁残存

4 小 山 城 跡 3683 山林 南北朝 土塁 ,堀跡残存

5 奥 山館 跡 3172 山林 吉田里幹(多良崎三郎 ) 鎌倉 土塁残存

6 大沼経塚群 荒地 戦 国 91年度天文10年銘経筒出土

7 大 山 館 跡 4238 一部整地 大山四郎左衛 F日 土塁残存

8 中根 城 跡 4186 山林 。畑 佐竹治義 鎌倉 本郭 ,二・三の郭 ,土塁残存

9 新 堀 堀 跡 4199 畑

10 新 平 遺 跡 4194 文日 館跡がある

古屋敷館跡 公民館 馬場小次HБ資幹か 鎌倉

館 山 館 跡 寺院 伝小泉左京亮重幹 永禄中廃止

道理山館跡 山林・畑 吉田盛清 (道理山九郎 ) 鎌倉
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第 3章 遺

第 1節 調査方法と遺構 。遺物の記載方法

1 地区設定 (第 2・ 3図 )
沢田遺跡の調査は,昭和62年 7月 から平成 3年 3月 まで

四期にわたり,茨城県教育財団によって行われている。こ

の期間の調査における地区設定については,初年度の調査   A

において設定された調査区の表示方法をそのまま利用 して

きた。しかし,今回の第五次調査における調査区域には ,

新たな地区設定の必要が出てきたので遺跡及び遺構の位置
B

を明確にするため,次のように設定 した。

まず, 日本平面直角座標第Ⅸ系の原点から,X軸 (南北 )

方向に+44,480.00m, Y軸 方向に+69,800.00m移動 した

点を基準にして,そ こから東へ280m,南へ400mま での範   c

囲を40m四方の大調査区に分割 し, さらに大調査区の中を

4m四 方の小調査区に分割 して設定 した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を組み合わ  第 3図 調査区呼称方法概念図

せた記号で表現した。大調査区は,基準点から南へ40mごとにA～ 」,東へ40mご とに 1～ 7と し,「 Al区」,

「 B2区」のように呼称した。小調査区は,各大調査区の北西角を基点とし,南へ 4mご とにa～ j,東へ 4

mごとに1～ 0と し,大調査区名の後につけて「 A lc4区」,「 B2fo区」のように呼称 した。なお,こ れらの

調査区を区画する杭の呼称については,それぞれの区の北西角の杭に表示して調査を進めた。

2 基本層序の検討 (第 4図 )
当遺跡の基本的層序は,運輸省第二港湾建設局作成の

「地層想定断面図」によると, 1, 2層 は沖積世期に形   40-

成された粒度の異なる細砂で構成された砂質土層である。
20-

3層 は,沖積世初期の砂礫からなる礫質土層である。 4

層は洪積世期に形成された砂質土層で,シ ル ト混じり微   。_

細砂・微細砂 。中砂によって構成されている。 5層 は,

中新世に形成された砂質泥岩から成る軟岩層である。当 ~20-

遺跡で検出された遺構は,いずれも1層の砂質土層中に _4.O―

構築されたものである。

-60-
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3 遺構 。遺物の記載方法
本書における遺構 。遺物の記載方法は,以下の通りである。

(1)使用記号

(遺構関係 )

(遺物関係 )

(計測値 )

竃,炉,上坑,墓媛一 SK   馘水槽,粘土貼土坑― S

不明遺構一 SX

土器,陶磁器,ガラス器一 P   石器,石製品一 Q

骨角製品一 B

口径一 A  器高一 B  底径― C  高台径― D

つまみ径一 F  つまみ高一 G  現存値― ( )

(2)遺構平面図中のスクリーントーンによる表示方法

N    土樋一 SD

金属製品,古銭一 M

高台高一 E

復元推定値― 〔 〕

毬帥 士匹麟帥 粘土一 l      l 骨―霞∈韻ヽ医韻〈
(3)土層の分類

土層観察の記述については,土層断面図中に含有物のみを表記することとし,下記の記号を使用した。

砂一 s 煤を含む黒色土― e 粘土― n 貝殻片― h 礫 。小石― g 灰一 a

焼砂・焼土一 b 炭化材・炭化物― c ロームー l 撹乱― k

141 色調の表現

土層や遺物の観察における色調の判定は,『新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄 日本色研事業

株式会社)を参照した。

(5)遺構 。遺物実測図の掲載方法

① 遺構実測図は,原則として縮尺60分の 1で掲載した。

② 遺物実測図は,原則として縮尺 3分の 1で掲載した。

(6)遺構名の表記方法

当遺跡の遺構には製塩跡特有のものが多いため,下図の用語を使用して表記した。

崖外儀来措

製塩跡平面図
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III

III

II!

戯水槽平面・断面図

第 2節 遺跡の概要

土樋平面 。断面図

沢田遺跡は,ひたちなか (旧那珂湊)市阿宇ケ浦町の太平洋に面する標高 9～ 12mの 海岸砂丘上に位置し,

調査面積は20,000m2でぁる。

今回の調査によって確認された遺構は,中世から近代にかけての釜屋跡 5カ 所 (竃 6基 ),戯水槽102基 ,粘

上貼土坑112基 ,土樋23条,上坑100基 ,炉跡69基 ,墓媛 2基である。

遺物は,遺物収納箱 (60× 40× 20cm)に 7箱出土している。中世から近世にかけての遺物として,土師質土

器の皿,内耳土鍋,陶磁器片,石製品,金属製品,古銭,骨角製品,墨書石などが出上している。近代の遺物

として,七輪,ガラス瓶,陶磁器などが出土している。
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第 3節 遺構と遺物

1 製塩跡の遺構 と遺物
今回の第五次調査において,明確に把握できた製塩跡は 9カ 所である。そのうち,濃縮 した海水である鍼水

を煮詰める煎蒸作業を行った釜屋跡と,戯水を一時溜めておき異物を沈殿させるための屋外鍼水槽や,その鍼

水を釜屋内戯水槽へ送 り込むための粘土貼 りの溝である土樋が,全部揃った形で確認できたのは 1カ 所 (第 3

号製塩跡 )の みである。また,釜屋跡とそれに伴う屋外餓水槽を確認できたのが 1カ 所 (第 2号製塩跡),釜

屋跡のみの確認が 3カ 所 (第 1・ 4・ 5号製塩跡 )あ る。さらに,屋外施設のみの確認が 4カ 所あって,その

うち屋外餓水槽とそれに伴う土樋が揃って確認できたのが 2カ 所 (第 6・ 7号製塩跡 ),屋外賊水槽のみの確

認が 2カ 所 (第 8。 9号製塩跡 )である。

釜屋内の施設のセットとしては,屋外から逗ばれた鹸水を釜に入れるまでに一時溜めておき,異物を沈殿さ

せるための釜屋内鍼水槽が 2基,戯水を煮詰めるための大釜を据えた宅が 1基 ,煮詰め終わった荒塩の苦汁を

抜 くための施設である居出場が 1基あるのが基本である。このことは,第四次調査までで明らかになっている。

第 1号製塩跡 (第 5'6図 )

位置 調査区の南部, H6i7区 を中心に釜屋が確認され,南側に出入口をもつ。

遺構構成 2基 の電と7基の鍼水槽からなる。これらの遺構群は,竃が 2基確認できたことと,釜屋内戯水槽

の重複関係及び竃と釜屋内戯水槽の位置関係などから,新旧 2つのグループに分けることができる。第 1グル

ープは,第 1号竃 (S K96A), 2基の釜屋内鍼水槽 (S N121・ 123B)で構成されている。第 2グループは,

第 2号竃 (S K96B), 3基の釜屋内鍼水槽 (S N123A。 124・ 125), 2基の居出場 (S N214・ 215)で構成

されており,第 2グループの方が新 しい。

釜屋 確認できた黒色土の範囲は,南北最大長が約16m,東西最大長が約14mに及び,形状は不定形である。

砂に煤や灰と細かく砕いた貝殻片 (以下,破砕貝と呼称する)を 混ぜ合わせて練 り上げた黒色土を,砂上に厚

さ20～ 25卿 ほど貼 りつけて構築 している。この黒色土は,釜屋内鍼水槽を囲むように広がってはおらず,ま た

柱穴も確認できなかったので,釜屋の規模と形状を明確に把握することはできない。 しかも, この黒色土は亀

の上部にも貼られていたので, この釜屋が廃絶された後に堆積 したと考えることもできる。

そして,第 1号及び第 2号竃の北側から北西側をとり囲むように,灰 ブロックや破砕貝を含む砂混じりのロ

ームによって作られた帝状の部分が 2条確認されている。0.4～ 0.8mの 間隔をあけて二重に巡っており,巾 0.5

m,厚 さ20～ 50cmほ どのものである。これは,釜屋の建物に対 し何らかの補強を施すためのものと考えられ ,

内側のものが第 1号宅の操業時に,外側のものが第 2号毛の操業時に機能 していたものと思われる。

進 第 1号亀はH6i6区を中心に確認され,平面形は楕円形である。規模は,長軸6.30m,短軸4.36m,深 さ

1.23mで ある。厚さ約10cHlの黒色上を鍋状に貼って構築 してあり,覆土は上層から中層にかけて周辺から流れ

込んだ砂が自然堆積 し,下層は第 2号亀を構築 した際に貼った黒色土の中に厚 さ20～ 30cmの 灰層が部分的に残

っている。火床直下の砂層は火熱を受け,約 30cmほ どの厚さで赤変した焼砂になっている。

第 2号亀は H6g7区 を中心に確認され,平面形は楕円形である。規模は,長軸7.00m,短軸4.17m,深 さ2.02

mである。土層の堆積状況は,火床部にあたる黒色土層が見られず,灰層の直下が厚さ10cmの焼砂になってい

る。南側の覆土は,上層から中層に砂の自然堆積が見られたが,北側の覆土は,上層から下層にいたるまで黒

色土層となっており,人為的な埋め戻 しか二次的な施設構築が行われた可能性がある。また,第 2号亀の断ち
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割りを行ったところ, 2mほど南側にほぼ同じ標高でもう1つ の灰層があり,こ れも竃として使用された可能

性がある。

釜屋内馘水槽 第 1号竃に伴う釜屋内戯水槽は,第 29号戯水槽 (S N121)が H6j7区 ,第31B号戯水槽(S N123
B)が H6i7区 を中心に確認され,平面形は, どちらも推定で隅丸方形に近い。規模は,第 29号戯水槽が長軸
2.82m,短軸2.17m,深 さ1.15m,第 31号戯水槽が長軸1.86m,短 軸1.53m,深 さ0.60mである。どちらも底

面は平坦で,壁は外傾しながら立ち上がっている。釜屋の地盤を掘り込んだ後,黒色上を貼った上に,炭化物 ,

灰,破砕貝を練り込んだ厚さ 2～ 8 cmの褐色粘上を貼って構築している。

第29号戯水槽の壁の南西コーナー部中段には足掛け石が 1点出上している。これは,人が l m30～ 40cmほ ど

もある深い戯水槽の中に入って馘水を汲み出す際に,足場にしたものと考えられる。この 2基は,底面のレベ

ルがほぼ同じであることから,同時期に構築されたものと考えることができる。

第 2号竃に伴う釜屋内餓水槽は第31A号戯水槽 (S N123A)が H6i7区 ,第32号戯水槽 (S N124)が H6i8

区,第33号鍼水槽 (S N125)が H6h8区を中心に確認され,平面形は,どれも推定で隅九方形に近い。規模は,

第31号戯水槽 (S N123A)が長軸1.54m,短軸1.48m,深 さ0,40m,第 32号餓水槽が長軸1.22m,短軸ユ.07

m,深 さ0.28m,第 33号戯水槽が長軸2.13m,短軸1.34m,深 さ0.61mで ある。どれも底面は平坦で,壁は外

傾しながら立ち上がっている。釜屋の地盤を掘 り込んだ後,黒色上を貼った上に厚さ 1～ 8 cmの褐色粘土を貼

って構築している。

第31号戯水槽と第32号戯水槽は重複しており,31号が32号 を切っているので,32号の作 り替えが31号 (SN
123A)で ある。第33号戯水槽は,第 32号戯水槽と同時に作られ,その後は作り替えなしで機能していたもの

と考えることができる。

居出場 第98号戯水槽 (S N 214)と 第99号鍼水槽 (S N215)が電の南側のH6j7区 とH6i7区 を中心に確認さ
れ,平面形は,どちらも推定で隅丸長方形である。規模は,第 98号馘水槽が長軸1.49m,短軸0.68m,深さ

0。 26mで あり,第99号戯水槽は崩落が大きく,規模を計測することはできない。どちらも底面は平坦で,壁は

外傾しながら立ち上がっている。釜屋の地盤を掘 り込んだ後,黒色上を貼った上に厚さ 1～ 7 cmの 褐色粘土を

貼って構築している。

2基同士の新旧関係は,竃から見て99号の外側に98号が位置していることから,99号の作 り替えが98号であ

ると思われる。そして,第98号戯水槽と,第 1号電に伴う釜屋内戯水槽である第29号戯水槽が重複 しているこ

とから,こ の 2基は第 2号竃に伴うものである。

出土遺物 第 1号竃の覆土中から,底部中央に穿孔された土師質土器の皿 1点 (第 7図 1)と ,第 2号竃の断
ち割 り層より下の砂層から石臼が 1点 (第 7図 2)出土 している。

所見 本跡の出土遺物は周囲からの流れ込みの可能性もあるので,出土遺物から本跡の時期を明確にすること
はできない。しかし,同 じ敷地の釜屋に新旧 2つのグループがあったことから,本跡を築いた操業者は,施設

の大きな作 り替えをしながら,比較的長期間継続して製塩を行っていたものと考えられる。

また,本跡のすぐ東から北東側には土樋をもつ鍼水槽群である第 7号製塩跡が位置しているが,土樋の傾斜

が本跡へ向かって下ってきてはおらず,その反対方向である北の方へ下っているので, 1つのグループにはな

らない。
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第 7図 第 1号製塩跡出土遺物実測図

第 1製塩跡出土遺物観察表

図版番号 器  種
計 測 値

石   質 出 土 地 点 備 考

長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

第 7図 2 石 (303) (165) (6150 0) 砂 岩 S K96B断害」下層 Q3 唐F](揚 き臼)残存率40%

２

１

一
６〓

Ｓ

第 2号製塩跡 (第 8。 9図 )

位置 調査区の最南部西側, 16h2区 を中心に位置する。

遺構構成 第 3号竃 (S K99), 2基 の釜屋内鍼水槽 (S N143・ 144), 1基 の居出場 (S N147), 2基 の

屋外賊水槽 (S N136。 141)で構成されている。

釜屋 確認できた黒色土の範囲は,南北約 7m,東西約 6mで,不定形である。灰と破砕貝混じりの黒色土を

砂上に厚さ5～ 60cmほ ど貼り付けて構築しているが,こ の黒色土は電の周辺にしか確認できなかったので,釜

屋の規模と形状を明確に把握することはできない。

篭 第 3号竃は 1 6hl区 を中心に確認され,平面形は楕円形である。規模は,長軸4.44m,短軸3.21m,深 さ
0.64mである。厚さ40～ 60cmの黒色土を鍋状に貼って構築しており,覆土は上層から中層にかけて周辺から流

れ込んだ砂が自然堆積し,下層には色調や含有物の違いから,非常に薄い10の層に区分できる灰層の堆積が見

られる。火床部にあたる黒色土が堅年に構築されているためか,その下に焼砂の層は見られない。

釜屋内戯水槽 第 3号竃に伴う釜屋内戯水槽は,第47号戯水槽 (S N 143)と 第48号餓水槽 (S N 144)が 16h2

区を中心に確認され,平面形は,どちらも隅九方形に近い。規模は,第47号戯水槽が長軸1.80m,短軸1.56m,

深さ1.01m,第 48号鹸水槽が長軸1.72m,短軸1.59m,深 さ0.95mで ある。 どちらも底面は平坦で,壁 は外

図版番号 器  種 計測値(m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第7図

1

皿

土師質土器

A l13

8 2.9

C 4,0

底部は平底でやや突出し,中央に穿孔

が施される。体部,日縁部はやや内彎

ぎみに外傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石

橙色

普通

P12

残存率97%

S K96A覆土
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傾 しながら立ち上がっている。釜屋の地盤を掘 り込んだ後,黒色土を貼った上に厚さ 2～ 8伽の褐色粘土 を貼

って構築 している。

第47号餓水槽の底部中央には,周囲の粘土 とは異質の灰 と破砕貝を多量に含んだ粘土がほぼ円形に貼ってあ

る。これは,鍼水槽の底に溜まった泥水を汲み出す際に,か き出し棉や柄杓などで粘土を削り取ってしまった

ことにより中央部の粘土が摩減 して水漏れを起こしたか,起 こしそうになったので,それを修復 したためのも

のと考えられる。また,西壁中央やや南よりの下半部には,上から下に巾を広げる形で窪みが見られる。これ

は,上から戯水を入れる際に,流れ落ちてくる賊水の侵食作用により,窪んだものと考えられる。この窪みの

位置と,第四次までの調査から,釜屋の入口が南側にあったと推定できること,さ らに土樋が存在 しないこと

等を考え合わせると,こ の釜屋で製塩作業に従事 した者は,担い桶に汲んだ餓水を釜屋の入口から屋内に運び

入れて,釜屋内鹸水槽にあけていたと考えることができる。

第48号戯水槽の底部中央には,径 15～ 20帥 の平たい石が 2点見られる。これは戯水の落下により底面の粘土

が崩壊するのを防ぐためか,底の泥水を汲み出す際の足場石にしたものであろう。南側の壁上部にも,径20～

30cmの 石が置いてあったが,こ れは壁の補強材にしたか,操業者が運んできた担い桶の誠水を鍼水槽にあける

際,重みで足が砂に埋 もれバランスをくずしてしまわないよう足場にしたものと考えられる。

居出場 第 3号竃に伴う居出場は,第49号賊水槽 (S N147)が竃の南側 1 6hl区 を中心に確認され,平面形は,
隅九長方形である。規模は,長軸1.70m(推定値),短軸0.63m,深 さ0.42mで ある。底面は平坦で,壁は外

傾しながら立ち上がっている。釜屋の地盤を掘り込んだ後,黒色土を貼った上に厚さ1～ 8 cmの褐色粘土を貼

って構築している。

屋外戯水槽 第40号戯水槽 (S N136)と 第45号戯水槽 (S N141)が,釜屋の東側の 16h3区 と16i3区 を中心
に確認された。両者は重複しており,40号が45号を切っているので,40号の方が新しい。平面形は, どちらも

隅九長方形である。規模は,第40号鍼水槽が長軸2.66m,短軸1.45m,深 さ0,53mで あるが,第 45号戯水槽は

40号に切られているため,長軸と短軸の長さについては計測できず,深さが1.03mである。どちらも底面は平

坦で,壁は外傾しながら立ち上がっている。釜屋内戯水槽と同様に,砂の表面を掘り込み,黒色土を貼った上

に,厚さ1～ 8 cmの褐色粘土を貼って構築している。

第40号鍼水槽の底面中央部には,鹸水落下の圧力により形成されたと思われる溝状の窪みがある。第45号鍼

水槽の底面中央部には,戯水受けと思われる石が 3点粘土中に埋め込まれてあり,壁の南西コーナー部中段に

は足掛け石が 1点ある。 2基同士の重複関係からみて,45号の作 り替えが40号であろう。

所見 本跡は出土遺物がなく,その時期を明確にすることはできない。第40・ 45号戯水槽の南東側には,同規
模の戯水槽が 3基 (第 41・ 42・ 44号馘水槽)存在するが,距離が少し離れ過ぎていることと,長軸方向が約90

度ずれていることから,こ れらは本跡に伴うものではない。
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名 2
A。.2m

A6.8�

SN 147

S N 136

A6.9m

B6.4m

SN 141

第 9図 第 2号製塩跡戯水槽 ,居出場実測図

0             2m

第 3号製塩跡 (第 11～ 13図 )

位置 調査区の中央よりやや南寄りの,G6hl区 に出入口をもつ釜屋が位置する。

遺構構成 第 4号竃 (S Kl10), 2基の釜屋内戯水槽 (S N 156・ 157), 3基の居出場 (S N139・ 161,162),

4基の屋外戯水槽 (S N60・ 126・ 130・ 177), 4条の上樋 (S Dl・ 2・ 9。 10)で構成されている。

釜屋 確認できた黒色土の範囲 1よ,南北約164,東西約14mで,不定形である。灰と破砕貝混じりの黒色土を

砂上に厚さ5～ 60cmほ ど貼り付けて床面を構築している。この床面は全体に緩い傾斜をもっているが,西側と

北側は比較的傾斜がきつい。東側と南側は非常に緩い傾斜であるが,東側には釜屋内戯水槽があるため,こ れ

らのことからも,出入日は南側にあったと考えられる。また,釜屋の南側にある居出場 (S N 139)のすぐ北に

は,径 1～ 2nほ どの薄い粘土|の広がりが確認できた。これは釜屋の出入口部付近の床面を強回な造りにする

01
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ために貼られたものであろう。

そして第 1号製塩跡と同様に,ロ ームを主成分とする帯状部分が 1条確認され,さ らに釜屋内部の亀の周辺

部に,不規則に配置されたピットが 5カ 所確認できた。これらのピットは,いずれも黒色土層を掘 り込んでそ

の下の砂層に達しており,竃を支持するためか,釜屋全体を支持するための柱穴であろう。

誼 第 4号竃はG6fl区 を中心に確認され,平面形は楕円形である。規模は,長軸3.64m,短軸 3。 32m,深 さ

0.84mで ある。厚さ5～ 20cmの黒色土を鍋状に貼って構築してあり,覆土は上層から下層に至るまで周辺から

流れ込んだ砂が自然堆積していたが,そのうち中層から下層にかけては媒の粒子や小ブロックを,少量から中

量含んだ砂層となっている。下層部に灰の堆積は見られないが,火床部にあたる黒色土層の下には,厚 さ20～

50cmの焼砂層が見られる。底部の中央には周辺から流れ込んだと思われる石 5点が集中している。

釜屋内戯水槽 第 4号篭に伴う釜屋内鍼水槽は,第 53号戯水槽 (S N156)が G6g2区 ,第 54号戯水槽 (S N157)

が G6f2区 を中心に確認され,平面形は, どちらも隅丸長方形である。規模は,第 53号鹸水槽が長軸2.23m,

短軸1.57m,深 さ0.85m,第 54号馘水槽が長軸1.40m,短軸0.93m,深 さ0.59mである。どちらも底面は平坦

で,壁は外傾 しながら立ち上がっている。釜屋の地盤を掘 り込んだ後,黒色土を貼った上に厚さ 1～ 8 cmの褐

色粘土を貼って構築している。

第53号戯水槽底面の北端都壁際に,鍼水受けと思われる径30cmほ どの平たい石が置いてある。また東端部壁

際にも径15cmほ どの焼けた石があったが,こ れは流れ込みによるものと思われる。

居出場 第 4号竃に伴う居出場は,第 43号賊水槽 (S N139)が G6h2区,第57号餓水槽 (S N 161)が G6h2区 ,

第58号戯水槽 (S N162)が G6h2区 を中心に確認され,平面形は,いずれも隅丸長方形である。規模は,第 57

号戯水槽が長軸1.52m,短 軸0.53m,深 さ0.53m,第 58号餓水槽が長軸1.42m,短軸0.65m,深 さ0。 17mであ

る。第43号戯水槽は,崩落が激しく計測できなかった。 3基 とも底面は平坦で,壁は外傾しながら立ち上がっ

ている。釜屋の地盤を掘り込んだ後,黒色土を貼った上に厚さ 1～ 10伽の褐色粘土を貼って構築している。

57号 と58号 は重複しており,58号の上に57号が構築されているので,58号の作り替えが57号である。また,

43号の南壁は数cHlほ どの高さでしか残っていないが,これがちょうど57号の北壁と重複しており,57・ 58号 よ

り内側の竃寄 りにあって崩落がひどいことから,43号の南壁を利用した作り替えが57号になるものと思われる。

3基の新旧関係は,古い順に43号 ,58号,57号 となる。また,57号の底面東端部には石が 1点置いてあったが,

居出場の性格から考えると,何のために置かれたものかは不明である。

屋外戯水槽 釜屋の東側 G6i3区・ G6h4区・G6f4区・ G6e4区 を中心とした4カ 所から,第 16号鍼水槽 (SN

60)。 第34号鍼水槽 (S N 126)。 第36号戯水槽 (S N130)・ 第66号馘水槽 (S N177)の 4基が,直列に並ん

で確認できた。いずれも粘土壁の崩落が激しいため,平面形は推定で隅丸長方形である。規模は,長軸が推計

値を含め順に4.88m・ 3.85m・ 4.86m・ 4.12m,短軸が推計値を含め順に2.60m・ 2.10m・ 2.20m。 1.70m,

深さが現存値で順に1.25m・ 0.83m・ 0.73m・ 0。 30mである。いずれも底面は平坦で,壁は外傾 しながら立ち

上がっている。釜屋内鍼水槽と同様に,砂の表面を掘 り込み,黒色土を貼った上に,厚さ1～ 12釦の掲色粘土

を貼って構築している。

第16号餓水槽壁面の北東コーナー最下部から底面部にかけて,戯水受けと思われる石が 2点置いてある。第

34号戯水槽壁面の西側コーナー都中段に,足掛け石が 2点上下にあった。足掛けが 2段あったことから考える

と,こ の餓水槽はかなりの深さをもっていたものと推定できる。第36号戯水槽底面の南西隅には径30cmほ どの

鍼水受けと思われる平たい石が 1点置いてあり,壁の南西コーナー部中段には足掛け石が 1点 あった。

土樋 第 1号土樋 (SDl)と 第 2号土樋 (SD2)が ,釜屋の南東側 G6h3区からG6j2区,第 9号土樋 (SD

-19-



9)と 第10号土樋 (S D10)が ,釜屋内鍼水槽のすぐ束側の G6f2区からG6g3区にかけて確認できた。 4条の

いずれも本来の規模を有 しておらず,現存値で全長が最短のもので0.12m,最長のもので8.48mで ある。これ

らの上樋の断面形は,半円形の皿状か U字状であり,上幅11～ 56cm,深 さ 7～ 20cmである。

第 1号土樋は,第 16号鍼水槽南西端のすぐ外側に円形皿状の水受けを持っており,その中央部に平たい石が

置いてある。その水受けから,本跡の釜屋内鍼水槽である第53・ 54号戯水槽へ,戯水を流 し送る機能を果たし

ていたと思われる。第 2号土樋は,第 1号土樋のすぐ西にあ りほんの一部 しか残存 していなかったので,連絡

関係は不明である。第 9号土樋は, 4基の屋外鍼水槽から土樋を通って流れて来た鍼水を釜屋内戯水槽へ取 り

込むためのものであり,釜屋へ向かって流路が大きく屈曲し,第 54号鍼水槽へ連結 している。屈曲部分は上幅

を広 く作 り替えてある。これは,流れて来た戯水が曲がる際に外側への遠心力が働き,その部分の壁を壊 した

ためであろう。またその部分には蓋石があり,底 と壁には粘上の代わりに平たい石と鯨骨で強化修復が施され

ている。第10号土樋は,第 9号土樋から分流 して第53号戯水槽へ連絡 していたものであるが,実際に確認でき

たのは戯水槽への落ち回の部分のみである。

出土遺物 第 4号亀の覆土中と,居出場である第57

号鍼水槽の覆土西側中層から,底部中央に穿孔され

た土師質土器の皿が 1点ずつ出土 している。

所見 本跡の出土遺物は周囲からの流れ込みの可能

性もあるので,出土遺物から本跡の時期を明確にす

ることはできない。

本跡の南東側に屋外戯水槽が 3基 (第 26・ 64・ 67

号戯水槽 )と ,土樋が 3条 (第 3・ 6。 11号土樋 )

確認できたが,距離が少 し離れ過ぎているため,こ

れらは本跡に伴うものではない。

第 3号製塩跡出土遺物観察表

判 又

追 ノ

― 一
第10図 第 3号製塩跡出土遺物実測図

図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第10LX3

1

皿

土師質土器

B(24)

C 61

底部から体部片。底部は平底で片面が

突出し,中央に穿孔が施される。体部

は外傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 粒
　
色
　
通

砂
　
橙
　
並
日

スコリア P6

残存率50%

S N 161覆土中層

2

皿

土師質土器

A〔 lo 2〕

3 30

C 44

底部から日縁部片。底部は平底で突出

し,中央に穿孔が施される。体部,日

縁部は直線的に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石

明赤褐色

普通

P13

残存率60%

S K l10覆土
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第 4号製塩跡 (第 14図 )

位置 調査区の中央よりやや南寄りの,G6c4区 を中心に釜屋が位置する。

遺構構成 第 5号竃 (S K170), 2基 の釜屋内鍼水槽 (S N 198・ S N199)で構成されている。

釜屋 確認できた黒色上の範囲は,南北約 9m,東西約 8mで ,不定形である。灰と破砕貝混じりの黒色土を

砂上に厚さ5～ 60culほ ど貼り付けて構築している。しかし,後世の撹乱により黒色土が一部欠落しているとこ

ろがあったため,釜屋の規模と形状を明確に把握することはできない。

電 第 5号亀はG6c4区 を中心に確認され,平面形は楕円形である。規模は,長軸6.7m,短軸4。 9m,深 さ1.25
mである。土層の堆積状況は,覆土が上層から下層に至るまで周囲からの流れ込みによる砂の自然堆積で,そ

の下の火床部にあたる黒色土層は,灰や焼砂の堆積が確認できなかったため,明確に把握できない。しかし,

すぐ東に2基並んだ釜屋内餓水槽があるので,竃があったことは確実である。

釜屋内戯水槽 第 5号亀に伴う釜屋内賊水槽は,第 84号戯水槽 (S N198)と 第85号餓水槽 (S N199)が G6c4

区を中心に確認され,平面形はどちらも隅丸方形に近い。規模は,第 84号戯水槽が長軸2.07m(推 定値),短

軸1,45m,深 さ0.93m,第 85号誠水槽が長軸1.82m,短軸1,42m,深 さ1.97mである。84号の長軸方向が概ね

南北であるのに対し,85号の長軸方向は概ね東西で約90度ずれている。どちらも底面は平坦であるが,中央部

に泥水汲み出しの際に形成されたと思われる浅い窪みがある。壁はどちらも外傾しながら立ち上がっている。

釜屋の地盤を掘り込んだ後,黒色土を貼った上に厚さ1～ 10cmの褐色粘土を貼って構築している。

第84号鍼水槽の底面は,作 り替えによる段差が確認できる。東壁上部確認面のすぐ外側に広がっている黒色

土の面に,足場石と思われる石が 2点ある。また壁上部の粘土は赤褐色を呈しており,明 らかにその下の部分

とは質の異なる粘土を使用したことが分かる。これは,構築の途中で粘土が不足したためその補充を行ったか,

壁の上部のみが崩落したため,その部分を再構築したかのどちらかであると考えられる。

第85号馘水槽の南壁上部確認面のすぐ外側に広がっている黒色土の面に,足場石と思われる石が 3点ある。

また,壁の北東と北西コーナー部中段に足掛け用と思われる浅い窪みがある。

所見 本跡は出土遺物がなく,その時期を明確にすることができないが,釜屋の位置で本跡と近接している第
3号製塩跡の標高と本跡の標高を比較すると,本跡の方が約2.5～ 3.Omほ ど低い場所に位置しているので,本

跡の操業時期の方が古いと考えられる。

第 5号製塩跡 (第 15図 )

位置 調査区の南東端, 17e2区 を中心に竃が位置する。

遺橋構成 本跡は電 1基のみで構成されている。

進 第 6号竃 (SX3)は , 17e2区 を中心に確認され,平面形は卵形である。黒色土がほんの一部しか確認
できず,確認面では釜屋内の竃であるとの判断ができなかったため, SX3と 番号をつける。規模は,焼砂の

範囲が南北4.90m,東西3.22m,電部分の長軸が3.20m,短軸が2.38m,深 さ0.80mで ある。覆土は,焼けた

灰が多量に混じった砂が厚く堆積しており,断ち割り面の土層にも,砂層の下に非常に締まった厚い灰層と焼

砂層の堆積が見られる。この状態から判断すると,かなりの期間使用されたものと思われ,他の釜屋の様相と

は大きく異なっている。
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第 6号製塩跡 (第 16。 17図 )

位置 調査区の中央よりやや南寄りの,G6j6区 を中心に位置する。

遺構構成 釜屋跡は確認できず, 3基の屋外餓水槽 (S N101・ 173。 179)と 3条の土樋 (S D3・ 6。 11)で構

成されている。

屋外戯水槽 第26号戯水槽 (S N101)が G6j5区 ,第 64・ 67号戯水槽 (S N 173・ 179)が G6j6区 を中心に確認

され,平面形は,いずれも隅九長方形である。規模は,いずれも現存値で第26号餓水槽が長軸4.68m,短軸

1.73m,深 さ0,74m,第 64号戯水槽が長軸4.64m,短軸1.14m,深 さ0。 26m,第 67号鹸水槽が長軸4.62m,短

軸1.04m,深 さ0.08mで ある。いずれも底面は平坦で,壁は外傾しながら立ち上がっている。砂の表面を掘 り

込み,黒色土を貼った上に,厚 さ 1～ 9 culの 褐色粘土を貼って構築している。

第67号戯水槽は,第 64号戯水槽の断ち割りを行った際,その真下に確認できたので,67号の作 り替えが64号

である。また両鹸水槽とも,ほ とんど底面部のみの確認だったので,深さの値が非常に小さくなっている。

土樋 第 3号土樋 (SD3),第 6号土樋 (SD6),第 H号土樋 (S Dll)が,屋外馘水槽のすぐ北側の

G6h6区からG6i5区 にかけて位置する。 3条のいずれも本来の規模を有してはおらず,現存値で全長が最短の

もので0,70m,最 長のもので7.45mで ある。これらの土樋の断面形は,半円形の皿状かU字状であり,上幅 6

～37伽,深さ4～ 1 lcHlである。

第 3号土樋は,第 26号戯水槽のすぐ西側から北側にかけて存在し,南端の伸びる方向を延長すると,第 26号

鍼水槽の南西コーナー部の近くに到達するので,こ の土樋は第26号戯水槽中の戯水を釜屋へ流し送るために構

築されたと考えることができる。第 6号土樋は,第 3号土樋に対し直角に合流する部分だけが確認できた。こ
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の土樋については,残存部分があまりにも少ないため,その機能を明らかにすることはできない。第11号土樋

も残存部分が非常に少なかったが,その部分が第 3号土樋 と近接 してほぼ平行になっているので,第 11号土樋

の作 り替えが第 3号土樋であろう。

所見 本跡は出土遺物がなく,その時期を明確にすることはできない。本跡を挟むような形で第 1号製塩跡と

第 3号製塩跡がほぼ同じ標高で位置しているが,距離が少し離れ過ぎているため,こ れらは本跡に伴うもので

はない。

第 7号製塩跡 (第 18。 19図 )

位置 調査区の南部東側, H6b8区からH6g8区にかけて位置する。

遺構構成 釜屋跡は確認できず, 4基の屋外戯水槽 (S N180・ 184・ 186。 187),17条 の上樋 (SD4・ 5・ 7・

8。 12A・ B・ 13～ 23)で構成されている。

屋外戯水槽 H6c8区・H6f9区・ H6e9区 。H6g8区 を中心とした 4カ所から,第68号戯水槽 (S N180)。 第70

号鍼水槽 (S N184)。 第72号戯水槽 (S N186)。 第73号鍼水槽 (S N187)の 4基が確認され,平面形は,い

ずれも隅九長方形である。規模は,長軸力潮頂に5.47m。 4.50m。 5。 25m。 5.61m,短軸が順に1,74m。 1.63m

・1,05m。 1.60m,深 さが現存値で順に1.19m・ 0.62m・ 1.34m。 0.89mで ある。いずれも底面は平坦で,壁

は外傾しながら立ち上がっている。砂の表面を掘り込み,黒色土を貼った上に,厚さ1～ 25釦の褐色粘土を貼

って構築している。

第68号鹸水槽壁面の南東コーナー都中段に,足掛け窪みが 1カ所ある。第70号戯水槽は壁の崩落が激しく,

ほとんど底面しか確認できなかった。第72号戯水槽の底面には,ほぼ中央部に石が 1点埋め込まれている。第

73号戯水槽は,底面の粘土が北端のほんの一部しか残っておらず,黒色土の残存部を追うことによって確認し

た。

土樋 H6b8区からH6g8区 にかけて17条 (第4・ 5。 7・ 8。 12～ 23号土樋)確認され,全長が最短のもので0.37

m,最長のもので12.17mである。これらの土樋の形状は,断面形が半円形の皿状かU字状であり,上幅 9～ 30

cm,深 さ4～ 13cmである。これらの土樋の新旧関係は,屋外鍼水槽を含めた重複関係と位置関係から,古い順

に以下のように整理できる。

① 第16。 19。 21。 22号土樋 (S D16・ 19・ 21。 22)
この 4条 は,いずれも屋外戯水槽との連絡関係が確認できなかったものであるが,他の土樋との重複関

係から,最 も古いグループになる。中でも,16号よりは21号が古 く,19号 よりは22号が古い。

② 第12～ 15。 17・ 18・ 20。 23号土樋 (S D12～ 15。 17・ 18・ 20。 23)

このうち第12。 13号土樋は第73号戯水槽,第 14・ 20・ 23号土樋は第70号鍼水槽,第 15号土樋は第68号鍼

水槽,第 17。 18号土樋は第72号戯水槽とそれぞれ連絡している。12。 13号グループよりは17。 18号グルー

プの方が古く,14。 20・ 23号グループはさらに古い。15号グループは,前 2者のグループにまたがって存在

している。これらのうち,15。 17号には水受けの存在を確認している。また,14。 15。 16号には石蓋がある。

③ 第4・ 5。 7・ 8号土樋 (S D4・ 5・ 7・ 8)

この 4条は,いずれも屋外鍼水槽との連絡関係が確認できないものである。 4・ 5号は合流部をもって

おり,同一時期に機能していたと考えられる。 7・ 8号 も同一時期のものである。 4・ 5号の真下に 7・

8号が確認できたので, 7・ 8号の作 り替えが 4・ 5号である。

所見 本跡は出土遺物がなく,その時期を明確にすることはできない。本跡の土樋は,いずれも概ね南から北
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第 8号製塩跡 (第 20～ 22図 )

位置 調査区の中央よりやや南寄りの,G6f4区からH6b7区にかけての南北に細長い地域内で,屋外餓水槽が

ほぼ直列に並んだ状態で位置している。

遺構構成 釜屋跡は確認できず,10基の屋外戯水槽 (S N185。 188～ 191,193～ 197)で構成されている。

屋外戯水槽 確認された10基は,いずれも比較的粘土壁の残存状態が良い。規模は,長軸が2.06～ 2.62m,短

軸が1.17～ 2.30m,深さが0。 78～ 1.48mである。いずれも底面は平坦で,壁は外傾しながら立ち上がっている。

砂の表面を掘 り込み,黒色土を貼った上に,厚さ1～ 14cHlの 褐色粘上を貼って構築している。

第71号賊水槽 (S N185)は ,G6h5区 を中心に確認され,平面形が壁の上端部で円形であるが,底面は隅丸

長方形となっている。底面の南東隅には,ア ワビの貝殻が 1点埋め込まれている。壁の上部は内彎気味に外傾

しながら立ち上がっている。壁の北西コーナー部中段に足掛け石が 1点,南東コーナー部中段に足掛け窪みが

1カ所ある。第74号戯水槽 (S N188)は , H6a6区 を中心に確認され,平面形は隅九方形である。底面中央か

ら東側にかけて,帯状に泥水汲み出しの際に形成されたと思われる浅い窪みがあり,東壁の下部へと続いてい

る。その東壁下部には,石が 1点埋め込まれている。また,壁の南東コーナー部中段には,足掛け石が 1点あ

る。第75号戯水槽 (S N189)は , H6b6区 を中心に確認され,平面形は推定で隅丸方形である。底面中央部に

泥水汲み出しの際に形成された浅い窪みがある。第76号鍼水槽 (S N190)|ま ,G6f4区 を中心に確認され,平

面形は隅丸長方形である。底面中央部やや西寄りのところに,泥水汲み出しによる浅い窪みがあり,壁の北西

コーナー部中段には,足掛け石が 1点ある。第77号鍼水槽 (S N191)|よ , G5g4区 を中心に確認され,平面形

は隅九長方形である。底面中央部に泥水汲み出しによる浅い窪みがある。第79号鍼水槽 (S N193)|よ G6j6区

を中心に確認され,平面形は円形に近い隅九方形である。底面中央部やや東寄 りのところに,鍼水受け。足場

用の石が 1点 ,壁の南東・北西コーナー部に足掛け石が 1点ずつある。壁の南東側上部は崩落していた。第82

号戯水槽 (S N196)は ,G6h6区 を中心に確認され,平面形は隅九方形である。底面中央部に,泥水汲み出し

による浅い窪みがあり,壁の南西コーナー部中段には,足掛け石が 1点ある。南壁中央部には,戯水を入れた

時に落下圧により形成されたと思われる溝状の窪みがある。第83号馘水槽 (S N197)は ,G6f4区 を中心に確

認され,平面形は隅九長方形である。底面中央部やや西寄りのところに,泥水汲み出しによる浅い窪みがあり,

壁の北西コーナー部中段には,足掛け石が 1点ある。

第80号鍼水槽 (S N194)|よ ,G6i6区 を中心に位置している。崩落が大きく,四分の一程度しか残りがなか

ったが,平面形は推定で隅九方形である。底面中央部に,泥水汲み出しによる浅い窪みがあった。この真上に

は,第78号鍼水槽が確認できていたので,80号の作り替えが78号であろう。第81号誠水槽 (S N195)は ,G6i6

区を中心に確認され,平面形は隅丸長方形である。底面中央部やや西寄 りのところに,鍼水の落下圧による浅

い窪みがあり,壁の南西コーナー部中段には,足掛け窪みが 1カ 所ある。80号 と81号 は重複しており,80号が

81号 を切っているので,80号 の方が新しい。

出土遺物 第83号戯水槽確認面のすぐ北側から,陶器の蓋 1点,情鉢片 1点 ,内耳土鍋の回縁部片 3点,底部
片 2点 ,体都片 3点が出土している。

所見 本跡の出土遺物は遺構外のものなので,出土遺物から本跡の時期を明確にすることはできない。本跡の

北側には,釜屋をもつ第 4号製塩跡が位置しているが,距離が少し離れ過ぎているので,本跡に伴うものでは

ない。また,本跡の確認面と,本跡の真上にあった第 3・ 6製塩跡の確認面の標高差は,約 3mほ どあり,両

跡の間に lm以上の砂の堆積が見られた。このことは,本跡の方が確実に古いということを示しているもので

ある。
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第 9号製塩跡 (第 23・ 24図 )

位置 調査区の中央よりやや南寄りの, G6f2区からH6a3区 にかけて,屋外馘水槽がほぼ並列に並んだ状態で

位置している。

遺構構成 釜屋跡は確認できず,11基の屋外戯水槽 (S N 201～ 206・ 216～ 220)で構成されている。

屋外戯水槽 確認された11基は,いずれも比較的粘土壁の残存状態が良い。平面形は,第 88号鹸水槽が隅丸方

形なのを除いては,いずれも隅九長方形である。規模は,長軸が1.50～ 2.56m,短 軸が1.10～ 2.41m,深 さが

0.56～ 1.15mである。いずれも底面は平坦で,壁は外傾しながら立ち上がっている。砂の表面を掘り込み,黒

色土を貼った上に,厚さ1～ 10cmの褐色粘土を貼って構築している。

第87号戯水槽 (S N201)は , G6g3区 を中心に位置している。底面の中央やや南寄りのところに戯水受け 。

足場用と思われる平たい石が 1点置いてある。壁の南東コーナー部中段には,足掛け窪みが 1カ所ある。この

戯水槽と第86号鍼水槽は重複しており,86号力湘7号を切っているので,86号の方が新しい。

第88号鹸水槽 (S N202)は , G6g2区を中心に位置している。底面の粘上が一部異質の粘土で貼られている

ところがあり,補修が行われたことが分かる。壁の北西コーナー上部,底面から約 lmの所に,足掛け窪みが

1カ 所ある。なぜこれほど高い位置に足掛けを作ったのかは不明である。また,西壁中央部に鍼水の落下圧に

より形成されたと思われる溝状の浅い窪みがあった。第89号戯水槽 (S N203)は , G6f2区 を中心に確認され

た。88号 と同様に,壁の北西コーナー部最上段に,足掛け窪みが 1カ所ある。また,こ の鹸水槽の確認面のす

ぐ西側に,馬の骨が出土し,覆土中からはマツの木片が 1片 出上している。第90号戯水槽 (S N 204)は ,G6h2

区を中心に位置している。底面中央部やや西寄りのところに,戯水の落下圧による浅い窪みがあり,壁の北西

コーナー部上段には,足掛け窪みが 1カ所ある。第91号戯水槽 (S N205)1よ , G6h2区 を中心に位置している。

底面が全体的にほんの少し皿状になっており,壁南東コーナー部よりやや北寄りの上段に足掛け窪みが 1カ所

ある。第92号戯水槽 (S N206)1よ ,G6h3区 を中心に位置している。底面中央部やや西寄りのところに,泥水

汲み出しによる浅い窪みがあり,壁の北西コーナー部最上段に足掛け石が 1点ある。

第100号餓水槽 (S N216)は ,G6il区 を中心に位置している。ローム粒子を多く混入させた粘上を使って壁

を構築しており,西側の壁は崩落が激しい。前記 6基の戯水槽より,底面の標高が30～ 50cllほ ど高く,本跡の

戯水槽群の中で 1基だけ最も西側 (内陸側)に位置している。

第101号馘水槽 (S N217)は ,G6j3区 を中心に位置している。底面中央部は,非常に厚く粘土が貝占ってある。

壁の北西コーナー部中段には,足掛け石が 1点ある。北壁の崩落は,遺構確認の際に重機で削り取ってしまっ

た部分である。第102号戯水槽 (S N218)は ,H6a4区 を中心に位置している。底面の粘土と黒色上が非常に厚

く貼ってある。壁の北東コーナー都中段には,足掛け石が 1点ある。第103号戯水槽 (S N219)は ,H6a3区 を

中心に位置している。底面の粘上に小石が数点埋め込まれている。また,底面の黒色上が非常に厚く貼られて

いる。壁の北東コーナー部分最上段に,足掛け石が 1点ある。全体の規模が,本跡の他の戯水槽よリー回り小

さい。これは遺構確認の際に,壁の上部を重機が削り取ってしまったためかもしれない。第104号鹸水槽(SN

220)は , H6a3区 を中心に位置している。底面の粘土と黒色土が非常に厚く貼ってある。壁は外傾して立ち上

がるが,上部のみ若千内彎しており,北西コーナー部中段に足掛け窪みが 1カ 所ある。第101～ 104号戯水槽は,

構築に使用した粘土の質が同じであるので同時に構築されたものと考えられる。また,こ れら4基の戯水槽の

底面の標高は,第 88～ 91号戯水槽より約 lm高い。

所見 本跡は出土遺物がなく,その時期を明確にすることはできない。また,本跡の確認面の標高は,近接す

る第 8号製塩跡の確認面の標高より0,7～ 1.5mほ ど低く,遺構分布区域が第 8号製塩跡より西側 (内陸側)に
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第23図 第 9号製塩跡遺構配置図 (戯水槽実測図 )
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位置している。海岸の汀線から遠ざかるほど遺構確認面の標高が下がるということは,当遺跡の操業期間中は,

時代をさかのぼるほど汀線が西側にあったことを示 しており, このことから,本跡の操業期は,第 8号製塩跡

の操業期より若干古いと考えることができる。さらに,こ れら第 8。 9号製塩跡と,釜屋のみを確認 した第 4

号製塩跡の確認面の標高は,他の製塩跡の標高よりかなり低 く,こ れらの確認面を第二次面とすると,第一次

面に確認した第 3・ 6・ 7号製塩跡の屋外戯水槽の形態は,長軸が 4～ 5m台の大規模なものが多 く, しかも

土樋を伴っている。 しかし,第二次面に確認 した屋外戯水槽の形態は,長軸が 2m前後の隅九方形に近い比較

的小規模なもので, しかも土樋を伴ってはいない。このことは,第二次面に確認 した製塩跡の操業規模よりも,

第一次面に確認した製塩跡の操業規模が大きいことを示 しており,一時の断絶期を挟んで操業規模が拡大 した

と考えることができる。

表 2 製塩跡一覧表

第 1グ ループが新 しく第 2グループ

が古い。上師質小皿,石臼各 1点

屋外誠水槽40号 は45号 の作 り替え

居出場57号 は58号の作 り替え。43号

はこの2基より古い。上師質小皿 2点

第 3号製塩跡より古い。

覆土に厚い灰層 と焼砂層の堆積あ り

戯水槽64号 は67号 の作 り替え

土樋12 13号 は戯水槽73号 ,14・ 20

23号 は70号 ,15号 は68号 ,17■ 8号

は72号 と連絡 している。

屋外馘水槽83号のす ぐ北側から陶器

の蓋,播鉢片 1点 ,内耳土鍋片 8点

第 8製塩跡と共に遺構確認面の標高

が他の製塩跡より低い。

表 3 進一覧表

範囲 (最大値 ) 釜 屋 内 施 設

68 70 72 73 4,5,7,8,12.13.14.

15,16.17.18.19 20,

21,22、 23

71,74,75,76,77、 79

8081 82 83

87,88.89、 90,91,92

llXl、 101.102103104

製塩跡

番 号
番号 位置 長軸方向 平 面 形

規 懐

出土遺物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深さ(m)

1 Nlざ E 楕 円 形 1 23 1区覆土中に土師質小皿 1声 第 1号籠が第 2号竃より古い。

2 N7ドw 楕 円 形 4 17 断割下面に石臼片 1点

2 3 N-35ユ E 桁 円 形

3 N- 5-E 楕 円 形 覆土中から土師質小皿 (底部穿孔 )1点

5 G6℃ 4 Nlゞ E 楕 円 形 第 3号製塩跡より古い。

5 6 N-5E llF   形 320 2 38 080 焼砂の範囲が南北490m.東 西322n
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表 4 釜屋内戯水槽一覧表

製塩跡

番 号
番号 位置 長軸方向 平 面 形

規 模 粘上厚

さ(em)
壁面 底面 出 土 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深 さ(m)

N-47-E 隅 九 方 形 〔282〕 2 17 1 15 2～ 6 外傾 平坦 南西コーナー壁中段に足掛け石 1点

N-25ユ E 隅 丸 方 形 3-8 タト1重 平坦

31A N2■ E 隅 丸 方 形 2～ 6 外傾 平坦

N-62-ヽ V 〔隅丸方形 〔122〕 〔107〕 0 28 1- 6 外傾 平坦

H6h8 N-42i E 隅 丸 方 形 134 1～ 8 外傾 平坦

2

47 N-35-E 隅 丸 方 形 1 56 2～ 8 外傾 平 坦 西壁上部に焼石 1点,東壁上部す ぐ外に石 2点

16h2 N-24-E 隅 丸 方 形 1 72 159 2-5 外傾 平坦 底面中央に石 2点 南壁上部に石 2点

3

G6g2 N-13-E 陽丸長方形 2 23 15? 0 86 ユー 8 外傾 平坦 底面北端に石 1点

N-10E 隅丸長方形 0 93 I～ 4 外傾 平坦

4

G6c4 N-85-I 隅 丸 方 形 〔207〕 1 45 1～ 10 外傾 平坦 東壁上部確認面に石 2点

G6c4 N-20-E 隅 丸 方 形 1 42 1 07 2-9 外傾 平坦 底面に浅い凹み,壁 コーナーに足掛け凹み 2

表 5 居出場一覧表

表 6 屋外戯水槽一覧表

製鋤

番 号

戯水槽

番 号
位置 長軸方向 平 面 形

規 模 粘土厚

さ(cm)
壁面 底面 出 上 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深さ(m)

98 N7ゞw 隅丸長方形 〔〕49〕 0 26 2～ 7 外 傾 平坦 2号竃に伴う居出場,99号 居出場の作 り答え

隅九長方形 O 13 1～ 2 外傾 平坦 崩落が激しい

N-24i E 隅丸長方形 〔170〕 1～ 8 外傾 平坦

3

N-62皇 w 隅丸長方形 3～ 10 平 坦 崩落が激しい

G6h2 N-70-lW 隅九長方形 1 52 2～ 8 外傾 平坦 覆上中に土師質オヽ皿 ユ声 底面束端部に石 I点 ,58号 居出場の作 り替え

N75iW 鵬丸長方形 〔065〕 0 17 1～ 7 外傾 平旭 西壁上部に焼石 1点 ,東壁上部す ぐ外に石 2点

製塩跡

番 号
番号 位置 長軸方向 平 面 形

規 模 粘土厚

さ(m)
壁面 底面 出 土 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深さ(m)

2

N-17-E 隅丸長方形 1 45 0 53 1～ 5 外傾 平坦 底面中央に溝状の凹み

N-20-E 隅丸長方形 〔243〕 (173〕 2～ 8 外傾 平坦 底面中央に石 3点 ,壁南西角に足掛け石 I点

3

N-23-E 隅丸長方形 〔488〕 〔260〕 1 25 1～ 9 外傾 平坦 壁北東角最低部に石 2点

N-6-E 隅丸長方形 〔385〕 (210〕 0 33 2-12 外傾 平坦 壁西角に足掛け石 2点

N-15-E 隅丸長方形 〔486〕 (220〕 0 73 1～ 9 外傾 平坦 2区底面に石 1点 ,壁南西角に足掛け石 1点

N-li E 隅丸長方形 412 ,70 0 30 2～ 5 外傾 平 坦

6

N-16-E 隅丸長方形 〔173] 1～ 9 外傾 平坦 底面中央に石 2点,南壁上部に石 2点

N-22-E 鵬丸長方形 114 外傾 平坦

G6,s N-22と E 協丸長方形 1似 0 08 1～ 5 外傾 平坦

N-15-ヽ V 鵬丸長方形 174 5～ 25 外傾 平坦 壁南東角に足掛け凹み 1

N3ド E 鵬九長方形 〔450〕 163 0 62 1～ 13 外 傾 平坦 壁の崩落が激 しい

N― 季W 鳩丸長方形 5 25 2～ 15 外傾 平坦

73 N-3-E 隅丸長方形 〔561〕 [160〕 0 89 2-7 外傾 平坦

8

71 N-351E 円 形 2 32 209 1 35 1～ 14 外傾 平坦 底面に貝殻 1点 ,壁北西 南東角に足掛石・凹み

N― ざ 隅 丸 方 形 2311 1～ 8 外傾 平坦 底面に凹み,壁南東角に足掛石 東部下端に石

H6b6 N-72 ⅢV 隅 丸 方 形 〔260〕 2～ 10 外傾 平坦 底面に凹み

G6g4 N-741E 隅丸長方形 2 60 195 0 88 2～ 7 外傾 平坦 底面に凹み・ 壁北西角に足掛け石 1点

-41-



製塩跡

番 号
番号 位置 長軸方向 平 面 形

規 槙 粘土厚

さ(m)
壁面 底面 出 土 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深さ(m)

8

G5gt N-84-E 隅丸長方形 0 78 1-6 外傾 平坦 底面 に凹み

N-86-W 隅 丸 方 形 212 1 48 2～ 11 外 傾 平坦 底面に石 1点 、壁南東 Jヒ西角に足掛け石各 1点

G616 N-63-ヽ V 隅丸長方形 〔09夕〕 〔100〕 〔059〕 2-10 外傾 平坦 底面に凹み

G6is N7浮W 隅丸長方形 180 1 06 1～ 7 外 個 平IB 底面に凹み,壁 Jと西角に足掛け凹み

NIド E 隅 丸 方 形 1-9 外傾 平坦 底面に凹み,南壁に凹み す壁南西角に足掛け石

G6f4 N-88ユ E 隅丸長方形 219 1 62 2～ 10 外傾 平坦 底面に凹み,壁北西角に足掛け石 1点

N3ド E 隅丸長方形 2 56 1鬱 0 88 1-5 外傾 平坦 底面に石 1点 ,壁南東角に足掛け凹み

G6g2 N8ドW 隅 丸 方 形 2 53 (241, 1 03 1～ 6 外傾 平坦 両倒壁中央に縦長の凹み

N-87-E 隅丸長方罷 2 25 115 2～ 9 外傾 平坦 すぐ西の確認面に馬の骨,マツの木片

隅丸長方形 1 59 1～ 10 外傾 平坦 底面に凹み,壁北西角に足掛け凹み

G6h2 N-88-I 隅丸長方形 2 07 1 25 0 82 2～ 5 外傾 平坦 底面やや皿状,壁南東角に足掛け凹み

G6hB N-81-W 隅丸長方形 2 15 1 75 0 75 1´- 5 外傾 平坦 底面に国み,壁北西角に足掛け石 1点

G611 N-82-Ⅲ V 隅丸長方形 211 136 0 89 1～ 6 外傾 平坦

N-76-E 隅丸長方形 1 76 117 1～ 9 外傾 平坦 壁北西角に足掛け石 1点

102 N80W 隅丸長方形 201 3-10 夕I・傾 平坦 壁北東角に足掛け石 1点

N7浮w 隅丸長方形 0 56 3～ 7 外傾 平坦 壁北東角に足掛け石 1点

N-861w 隅九長方形 1 53 0 85 2～ 10 外傾 平坦

表 7 土樋一覧表

製塩跡

番 号

位  置 番号 主軸方向
流れ方向

(八方位 )

規 模 の

　

さ

　

，

祉

厚

ィｃｍ

鍋

の

撫

土樋同士の相互関係・戯水槽との連絡関係 備 考
長 さ

(cm)

最大幅

(cm)

最小幅

(cm)

深 さ

(cm)

3

G6h9-G6,2 1 N3ド E 南西→北東 4～ 10 笠
＾

16号鍼水槽 → 9号土樋 水受けあり

2 N-66-ヽ V 北東→南西 8 4～ 6 柾
ヽ

G6F2～ G6g3 9 N-53W 南東→北西 〔326〕 1～ 8 有 16・ 34・ 3666号 馘水槽 → 54号釜屋内競水槽 底 壁を石と鯨骨で補強修復

C6f2～ G6g] 10 N-51-E 北西→南束 0 12 7 延
【

9号土樋 → 53号 釜屋内戯水槽 落日部のみ残存

6

G6hs― G6i5 3 N-46-E 南西→北東 7 45 11 2～ 7 艇
一

26号誠水槽 →   ?

G6hs 6 N-5■ W 南東→北西 6 4 2～ 4 ?  -3号 土樋

G6h5～ G6hs N3ド E 南西→北東 0 70 4-7 銀
【

7

‖6c,一 H6f8 N-7ユ E 南東一北東 12 17 9 10 3～ 13 紅
【 7号土樋の作 り替え

H6d9 5 N7季w 東→北西 〔061〕 12 6 2-- 4 鍵
一

→ 4号土樋 8号土樋の作 り答え

H6c,～ H6f N- 2生 E 南東一北 10 53 6 2～ 13 鍵
一

H6d9 N6手W 南東一北東 0 37 9 6 1-4 鍵
ト

?  → 7号土樋

H6f8～‖6ge N-12E 南西―北東 15 4 2～ 3 笠
一

73号戯水槽 →   ?

H6ea～ H6f8 N2ド E 南西→北東 2 95 11 3 鉦
一

73号誠水槽 一   ?

H6ec～ H6FB 13 N-3w 南東→北 15 14 8 範
¨

‐ 12号土樋

H6b8～ H6d9 14 N-32-ヽ v 南東→北西 11 13 1～ H 有 23号土樋 →   ?

H6b8～ H6d8 15 N-3M 南束一北東 8 02 9 13 2-6 有 68号戯水槽 -14号土樋 水受けあり

H6c9～ H6do N-25-ヽ v 南東一北西 2～ 8 有

H6dB～ H6fe 17 N-29w 南束→北西 5 37 1～ 10 征
一

72号馘水槽 -15号土樋 水受けあり

H6d8 N-56-ヽ v 南東→北西 3～ 4 鉦
ヽ

-17号土樋

H6d8～ H6f8 N― ■E 南西→北西 6 27 1-15 征
一

H6f9 N 1ゞ E 南西→北東 〔370〕 2～ 8 70号戯水槽 → 23号上樋

H6c9-H6do N3歩W 南東→北西 15 2-6 鉦
【

H6dB～ H6ec N― ■ E 南一北 1 75 2～ 8 基
ヽ

H6c9～ H6d, N-4と Vヽ 南→北西 2211 8 2-7 延
¨

20号土樋 -14号上樋
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2 その他の遺構 と遺物
当遺跡の遺構調査においては,粘土貼りの遺構には便宝上,すべてsNの略記号に番号をつけて表示する方

法をとったが,整理の段階で SN番号のついた遺構を戯水槽と,粘土貼り土坑の 2種に区別した。誠水槽のう
ち,群 として明確に把握できたものは前項で報告したが,それ以外のものはこの項にまとめて記載する。 SK
の略記号を用いた遺構は,炉跡,土坑,墓壊の 3種に区別した。これらの遺構と礎石建物状遺構,不明遺構を

含め製塩跡以外の遺構として,こ の項に報告する。

(1)戯水槽 (第25～ 32図 )

前項で報告をした製塩跡に含まれる鍼水槽以外に,比較的大型のものであるが他の遺構とは同一の群として

考えにくいものと,長軸が1.0～ 2.5m,短 軸が0。 7～ 1.Om程度の小型で浅い遺構である。平面形は,隅九長方

形か楕円形が多く,底面は平坦か緩やかな皿状である。戯水槽として使用したと考えられるものをここにまと

めた。これら小型の餓水槽のほとんどは,調査前と遺構確認時の標高差が比較的小さいものが多く,当遺跡で

の製塩業の規模が縮小された時期のものであると考えられる。これらのうち,遺物が出土している遺構がいく

つかあるが,いずれも流れ込みの可能性があるので,遺構は以下に一覧表として記載し,その後に遺構から出

土した遺物を参考資料として掲載する。

表 8 戯水槽一覧表

μI 版

番 弓

SN

番号

欝弓 位置 長軸方向 平 面 形

規 模 粘土厚

さ(cm)

壁 面 底面 出 土 遺 物 備 考
長軸 (m) 短軸(m) 深さ(m)

第251Xl E4h芯 N5■W 隅丸lt方形 2 58 1 21 0 15 2-5 外傾 子坦 土師質土器片3点 .陶器,I

,1京 ,磁器 須恵器片 1点

上部削半 ,底 拍|に石2点 、SN2と 並列

2 2 E4h` N2歩W 隅九長方形 2～ 10 外傾 平坦 上部削平 .底 面に石2点 ,骨片 1点

3 3 EZ4gじ N5●W 隅九長方形 0 65 I～ 5 平坦 上部削平

4 楕 円 形 1 75 110 4-12 外傾 平坦 上部削平、壁・底面東部機乱で久落

5 N-57-W 隅九長方形 1 97 0 80 0 12 5～ 15 外傾 平坦 周辺に幼児骨・内耳片4点 上部削平 ,す ぐ東側に石 1点

12 6 E4b8 N-34-E 楕 円 形 118 0 20 2～ 14 外傾 平坦 上部削平 .SNH(旧 )と 重複

13 N-35-E 楕 円 形 1 22 1 13 0 27 1～ 5 外傾 平坦 粘土 黒色土共攪乱で欠落大 直下にSN46

8 E4j N-66-ヽ V 隅丸長方形 (253) 1 35 0 25 外傾 平坦 底面に古銭 1点 (半1読不能 ) 底面に小石多数 .北半力珀」平により欠落

9 N4歩 E 隅九長方形 1 55 0 27 2～ 10 外傾 平坦 底面北東隅に石 1点 ,南西隅に石3点

E4a7 N-241E 隅九長方形 1 59 110 1～ 14 外傾 平坦 壁南西角の一部攪乱で欠落 直下にSN49

第26図 E4do N2丼 E 楕 円 形 0 52 013 7～ 9 外傾 平坦 直下にSN39,長 軸方向が互いに約 90° 違う

N551W 隅九長方形 0 43 皿状 SN37の 直下 ,壁崩落

E4a7 N8ドW 不 定 形 2-7 外傾 平坦 SN21の 直下、東壁と底面のみ残存

N-44生 Vヽ 隅丸長方形 2 40 2～ 9 外傾 平坦 周辺から鍔出土 上部削平

N-41と E 隅九長方形 3-15 外傾 平坦 上部削平

17 F4ao N-66-E 隅 丸 方 形 1 38 1～ 3 外傾 平坦

E4b] N-58-ヽ V 隅九長方形 1 7ユ 1 20 0 35 2～ 10 外傾 平坦 壁の上部を異質の粘上で貼 り替えている

72B N-58ヽV 鵬丸長方形 1 45 0 35 1～ 5 外傾 平坦 土師質土器片 1点

77 B3g5 N-60-ヽ V 隅丸長方形 241 外傾 平坦 土師質土器片6点

91 N-62W 隅九長方形 1 04 0 17 3～ 11 外傾 平坦 覆土中橿に東壁崩落による粘土塊混入

97 B3h子 N2● E 隅丸長方形 0 97 0 35 2～ 9 外傾 平坦 璧上部と底面の一部粘土貼 り替え

第27図 21 N-25皇 E 隅丸長方形 0 58 3-13 外傾 平坦 陶器片1点 底面にイi3点 ,木の根 1本 ,粘土貼 り替え

B388 N5Sw 隅丸長方形 2～ 14 外傾 平連 底面に石2点 ,SК 62(旧 )と 重複
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μI 版

番 号

SN

番号

番号 位 置 長軸方向 半 面 形

規 模 粘土厚

さ(cm)

壁両 底 面 出 土 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深さ(m)

第″ lXl 24 B31、 N-21-E 隅九長方形 (092) 0 82 1～ 6 外傾 平坦 東壁が削平で欠落 ,底面一部攪乱で欠落

N-48-ヽ V 隅九置方形 (179) 0 20 4～ 8 外 傾 r坦 肯壁力靖」
｀
1ちで欠落

N-30-E 隅九長方形 1-5 外傾 平Iを 壁北束角投帝とで欠落

B3宮 o N4ざ E 〔隅丸方形 2 37 2～ 20 外傾 皿状 壁北山角周辺にFfl点 ,覆上下層に粘土塊

「 6il N2ざ E 〔補 円 形 〔135〕 0 73 5～ 7 外傾 平坦 壁西側崩落 .す ぐ北西にSXl

第281H H6=心 N16:ヽ v 隅丸長方形 (257〕 0 19 5～ 13 外傾 平坦 覆土中幅に南壁崩落による粘土塊混入

N-25:E 隅丸長方形 0 24 2～  7 外傾 平畑

N― 争E 隅九長方形 (1 0 37 2-4 外傾 平坦

隅九長方形 2 30 1 23 0 57 5～ H 外傾 平坦 土師質土器・陶器片各1市

41 N5ゞW 隅丸長方形 3～ 7 外傾 平Jm 大型屋外馘水槽、壁北西角に足掛け石 1有

42 N-55ヽV 隅丸長方形 外傾 平坦

F5e? N-37-E 隅丸長方形 2～ 6 外傾 平坦

第豹図 J6a2 N-56-ヽ V 隅 丸 方 形 2 45 2 17 141 2-9 外傾 平坦 底面中央に石1点 ,壁南西角に足掛け石 1点

50 F4j N-12-E 楕 円 形 2～ 8 外傾 平坦 底面に五輪塔風空輪 1点 底面に石6点

F4b4 N-63 �V 楕 形 2 75 112 6～ 11 外傾 平坦 上部削平

F4h8 N6■ E 隅丸長方形 1 57 0 20 4～ 12 外傾 皿状 大型庭外戯水槽 .底面に石4点 .上部削平

G6cl N-25-E 楕 円 形 〔061〕 0 63 0 22 3～ 8 外傾 平 坦 南半力戦 苦しにより欠落

第鉤 LX4 G6a4 N-28-E 隅丸長方形 3 19 3～ 10 外傾 平坦 大型屋外披水槽だが ,セ ット関係は不明。

52B N2ざ E 隅丸長方形 093 3～ 10 外傾 平埋 底面の粘上が三重に貝占られていた。作 り

155C G6a4 N-231E 隅丸長方形 3 58 2～ 12 外傾 平坦 替えを三度行った。壁の崩落が激 しい。

F5co N-19生 E 隅九長方形 1 77 1～ 10 外傾 平JH

N6デW 隅丸長方形 1 53 I～ 6 外 傾 平 坦

第31図 F5do N-7W 隅九長方形 2 20 1 23 2～ 8 外傾 平坦 壁南西角に足掛け石 1点

N-24h 隅丸長方形 1 15 0 57 1～  6 外傾 平坦 底面に石6点

H6i3 N-19-E 隅丸長方形 2 20 1 32 外傾 平坦

N-88-E 隅丸長方形 2～ 7 外傾 平坦 底面に石3点埋め込み、東半が機乱で欠落

N-33i E 糖 円 彬 2 10 1～ 15 外 傾 平坦 大型屋外戯水槽 ,底面に石1点 、上部削平

第32図 N5Sw 隅九長方形 (112) 1 25 2^- 5 外傾 平坦 案半が削平により欠落 ,直下にSN196

200 G6g4 N8ドw 協丸長方形 161 114 外傾 平坦 SN201(旧 )と 重複

N6ざw 隅丸長方形 1 64 0 97 1- 6 外傾 平坦 底面に石7点埋め込み

208 G6g4 N7■W 楕 円 形 1 47 110 1～ 6 外 傾 平坦 底面と壁面に石の埋め込み多数

209 N-81tW 隅丸長方形 1 71 i OO 1～  5 外傾 平坦 底面に浅い凹み

N2■ E 隅丸長方形 1 79 0 69 2´- 8 外傾 平坦 底面中央に石 I点 と浅い凹み ,壁南西角に

足掛け凹み

N-22-ヽ v 橋 円 形 1 44 1～  4 内彎 平坦 上部削平
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第33図 戯水槽出土遺物実測図

戯水槽出土遺物観察表

図版番号 銭   種
初  鋳  年

出土 地 点 備 考

時 代 年 号(西暦 )

第33図 7 不 明 S N19 Ml

(2)粘土貼土坑 (第35～43図 )

この項で報告する「粘土貼土坑」は,長軸,短軸ともにlm以下のものがほとんどで,平面形は円形が多く,

隅九方形や楕円形,隅九長方形のものもある。底面は皿状か平坦で,壁は外傾, まれに内彎して立ち上がる。

構築方法は大型の戯水槽と同じで,黒色土を貼った上に褐色粘土を貼っている。これらのごく小規模な遺構は,

図版番号 器  種 計測値(卿 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第33図

1

皿

土師質土器

A〔 lo o〕

B 2.4

C〔 56〕

底部から口縁部片。底部は平底。体部,

日縁部は直線的に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母 。長石

スコリア,にぶい

赤褐色 普通

P4 内面煤付着

残存率40%

S N135覆 土

2

九

陶

皿

　

器

A〔 118〕

B 21

C〔 6.3〕

底部から日縁部片。削り出し三角高台(

体部,日縁部は内彎ぎみに立ち上がり,

上端部カウト反する。

水挽き成形。底部回転ヘラ切り。底裏

に目積み痕あり。体部外面回転ヘラ削

り。全面施釉。

砂粒

灰白色 長石釉

普通

Pl 志野

残存率20%

SNl覆土

3

鉢
　
器

小
　
陶

A〔 136〕

B 3.9

C 6.2

底部から日縁部片。削り出し高台の外

面垂直内面内彎。体部は内彎して立ち

上がる。折縁日縁で上端部が内彎する

水挽き成形。底部回転ヘラ切り。見込

みに扁平に盛り上がる輪ハゲと印花文

あり。外面腰部から底部にかけ無釉。

砂粒・長石

灰白色 長石釉

普通

P5 志野

残存率50%

S N135覆 士

4

染 付 碗

磁   器

A〔 114〕

B(34)

胴部から口縁部片。器壁が薄く,胴部

から日縁部にかけ内彎気味に立ち上が

る。

水挽き成形。呉須生掛け。透明釉。 砂粒

白色

普通 被二次焼成

P2 明万暦製

残存率15%

SNl覆土

図版番号 器  種
計 値

石  質 出 土 地 点 備 考
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

第33図 5 砥   石 1462 凝 灰 岩 S N12 Ql

6 五 輪 塔 4711 2 砂 岩 S N148床 面 Q2 五輪塔の風空輪部
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戯水槽に使用 したとは考えにくく,何 らかの目的で水などを入れて使用 したのではないかと考えられる。しか

も,こ れらの遺構は,前記の小型馘水槽と確認面がほぼ同じで,同時期のものと考えられる。これらのうち ,

遺物が出土 している遺構がいくつかあるが,いずれも流れ込みの可能性があるので,遺構は以下に一覧表とし

て記載 し,そ の後に遺構から出土した遺物を参考資料として掲載する。

表 9 粘土貼土坑一覧表

図 版

番 号

Ｎ

　

号

Ｓ

　

　

番

番号 位置 長軸方向 平 面 形

規 模 粘土厚

さ(cm)
壁面 底面 出 土 遺 物 備 考

長軸 (m) 短軸(m) 深さ(m)

第

“

図 1 N― ドE 楕 円 形 0 45 2～  4 外傾 皿状 遺権外すぐ北に石 1点

7 N3■W 不 定 形 0 53 平坦 直下にsN43,底 面のみ残存

8 3 E4b7 N41iヽ V 楕 円 形 011 9～ 20 外傾 平坦 南西部攪乱により欠落

9 N8併 E 円 形 0 57 2～  5 内彎 皿状

11 5 N-27-E 円 形 0 59 0 59 0 12 2～ 4 外傾 平坦 SN12(新 )と 重複

14 E4d5 N-33-E 楕 円 形 0 12 1～ タ 外傾 皿状

楠 円 形 0 55 外傾 平坦

16 8 N-2■ W 楕 円 形 0 66 0 58 4-10 外傾 平坦 底面に石2声

17 9 N-29-hI 隅 丸 方 形 7-19 タト傾 平坦

F487 NユがW 円 形 0 47 2～ 4 皿 状

11 E5ci N-56-w 楠 円 形 0 86 皿状 北西部攪乱により欠落

N6ドw 楕 円 形 0 34 0 10 4～ 12 外傾 平坦

13 N6ドw 楕 円 形 2～ 5 外傾 平坦 機乱によりほは南半が欠落

14 N5■W 楕 円 形 0 73 0 17 9-14 外傾 平坦 北東壁に石1点埋め込み ,底面粘上の貼 り替えあり

第

“

図 15 N6● E 楕 円 形 6´-29 外傾 平坦 粘上部分力Hよ とんど崩落

N5手W 円 形 0 75 0 19 2～ 5 外傾 皿状 壁の一部を残 し粘土がほとんど崩落

17 E3j9 N-20-E 楕 円 形 1 75 4～ 12 外傾 平坦 南西部攪乱により欠落

E5ct N-89-E 楕 円 形 0 70 0 11 1～ 7 外傾 平坦 南東壁と壁南角・西角に石埋め込み

E4e? N8-Ⅲ V 円 形 0 58 0 55 0 25 1～ 6 外傾 平坦 底面中央に石 1点

N-82-E 楕 円 形 2-4 平坦

N-53W 楕 円 形 0 73 0 57 外傾 平坦

N-25w 糖 円 形 0 55 2～ 24 外傾 平坦 内耳土鍋片 1■ 底面に石3点 、東部に機舌[穴あり

E4e7 N-41l E 糖 円 形 0 65 0 58 外傾 皿状

E4ec N-21皇 E 円 形 2～ 5 外傾 平坦

N4争W 楕 円 形 0 86 2-7 外傾 皿状 黒色土混 しりの柔らかい粘上で構築

N-7生 E 円 形 1-3 外傾 皿状 南半は攪舌とにより欠落

E4` N2手W 円 形 (023) 2～ 5 外傾 平坦 東半は削平により欠落

E4ε s N2歩 E 楕 円 形 0 88 0 30 2～ 5 外傾 平坦

第37図 E4i N-17-E 隅 九 方 形 0 58 0 52 2-13 外傾 平坦 SN7の直下に確認,壁北東部機乱により欠落

E4c8 N8-W 楕 円 形 0 50 0 23 3～ 23 外傾 皿状 覆土中に粘土塊多数

E4j N-29-E 楕 円 形 035 0 27 005 2～ 6 外傾 平坦 南壁崩落

E4b9 N-27-E 楕 円 形 1 23 0 37 1-5 外傾 平坦 内耳土鍋片I点 SN13の 直下に確認,さ らに下層にSN50あ り

E4c7 N-51-E 円 形 2～ 4 外傾 平坦 南壁掩乱により欠落

E4ds N-33生 E 楕 円 形 2～ 6 平坦

E4b9 N7ド E 円 形 5～ 8 外傾 皿状 内耳土鍋片3点 下に確認,底面のみ残存

E4c5 N5SE 円 形 211～ 25 外傾 平坦 南東壁攪乱により欠落

E4h7 N-23ヽV 楠 円 形 0 65 0 42 011 2～ 10 平坦

E4cs N-23ヒ E 楕 円 形 054 0 49 5～ 20 外傾 皿 状 17の 直下に確認

E4gθ NlゞW 円 形 3～ 14 外傾 平坦
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lX3 版

番 号

Ｎ
　
　
皇，

Ｓ

　

　

番

番号 位置 長軸方向 半 面 形

規 模 粘土厚

さ(cm)

壁画 底面 出 土 遺 物 備 考

長軸 (m) 短軸(m) 深さ(m)

N-33-E 円 形 0 09 6～ 10 外傾 皿状 壁にイF多数埋め込み

H5ce N-34-E PI 形 0 43 3～ 8 外傾 平坦

第381X H6d2 N-55-E 形 0 57 020 1～ 10 外傾 平坦 炭化物を多量に混入させた粘土で構築

H6e2 N5ゞw 糖 μ] 形 0 33 3～ 7 外傾 皿状 壁にイf多数とアワどのよt殻埋め込み

N3ざ W 楠 円 形 0 66 0 37 6～ 25 外傾 平坦

H6cI N8ドw 権 円 形 088 0 55 6～ 16 垂直 平坦

H6g2 N-51皇 I 隅丸長方形 0 82 外傾 平坦

N-37-E 隅丸長方形 011 3～ ■ 外傾 皿状

N4メW 楠 円 形 4-9 外傾 平jH 東・南 西壁は削平により欠落

N-63-E 糖 円 形 041 013 2～ 8 外傾 平坦

N-20-E 楕 円 形 1～ 3 外傾 平坦 上部削平

F5e, N-52-E 隅 丸 方 形 0 78 0 13 1～ 3 外傾 平坦

N-50-E 隅 丸 方 形 0 70 3～ 8 外傾 皿状 覆土に粘土塊多量

E4i N-32-w 楕 円 形 0 53 1～ 4 平坦 上部削平,直下にSN74

E4i N-5-W 桁 円 形 0 59 009 2- 5 外傾 皿状 底面と壁に石多数充填、SN73の 直下に確認

E4es N-42-E 隅 丸 方 形 0 60 0 42 012 4～ 6 タト傾 皿状 北半力漉 乱により欠落

N6生、v 楠 円 形 0 70 2～ 9 外傾 平坦

第39図 83j, N-81i E 柏 円 形 0 85 0 44 2～ 12 外傾 皿 状 底面に石2点 ,SK43(十日)と重複 壁北西角欠落

N-53と W 方 形 011 2-4 外傾 平坦 底面に石4点 ,南壁に石〕点堪め込み

N-621ヽ v 楕 円 形 080 1～ 5 外傾 平坦 北壁に石 1点埋め込み,粘土の下の黒色土力W享い

C3a7 N-42生 Vヽ 不 定 形 0 77 0 20 3～ 7 外傾 平坦 底面と壁に石と獣骨多数 SX48と 連続

N2■W 楕 円 形 0 28 3～ 8 外傾 皿状 SN84(十日)と 重複

N-87-E 楕 円 形 外傾 平坦

N-85W 楕  円 形 1 19 05, 1-10 垂直 平坦 SN82(新 )と 重複

N-50-ヽV 円 形 0 03 4～ 6 外傾 平坦

N-65-E 不 定 形 3～ 6 外傾 平坦 底面中央から西壁にかけ,投乱により欠落

N-31ユ Vヽ 楕 円 形 021 3～ 5 外傾 皿状

N-23と E 円 形 0 58 0 57 外傾 平坦

G5h, N3■w 解 丸 方 形 3-14 外傾 平坦

N-28-E 楕 円 形 1 02 I～ 5 外傾 平坦 覆上下層に壁上部崩落による粘土塊堆積

N4皇 E 楕 円 形 3～ こ2 外傾 平坦 南側の底面から壁にかけて攪乱穴あり

第40図 94 71 N-1と E 柏 円 形 0 97 3-6 外傾 平坦 南東壁の一部機乱により欠落

N-52i E 楕 円 形 0 77 010 3～  9 外傾 平坦

N-56-E 楕 円 形 2～ 4 皿状

D5i] N-47-E 円 形 0 53 0 52 010 2～ 12 外傾 平坦 底面鵬に石2点埋め込み,覆土中に多量の粘土混入

105 N-22-E 円 形 0 79 2～ 10 外傾 皿状 南壁崩落,直下にSN109

106 N-26-E 円 形 0 76 4～ 7 外傾 平坦 底の粘土層中に石1点 充填,作 り替えによる二重底

E4d8 N-37-E 糖 円 形 0 72 017 3～  6 内彎 平坦

N-221E 糖 円 形 021 1～ 7 外傾 皿状 内耳土鍋片 1点 底面に石大小各 1点

N8ざW 脩 円 形 1 13 0 92 0 37 2-5 外傾 平坦 内耳上鍋片 1点 南壁に石1点,SN105の直下に確認,壁 の崩落大

N5手W 円 形 1～ 6 外傾 皿状 底画中央に石 1点

111 F5d, N-29-E 楕 円 形 0 50 006 皿状

F5d7 N5ド W 不 定 形 2～ 12 平la

第41図 F6j N-45ユ E 隅丸長方形 0 82 1-5 外傾 平 坦

N-82i E i円 形 (084) (072) O 08 1～ 4 皿状 南半が削平により欠落

N-32ヽ V IR丸長方形 3～ 10 外傾 平坦 北壁上部崩落,壁と底面の北側力溌 けている
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IXl '扱

持 号

ｓ
　
　
帝

番弓 位髄 長軸方向 F �F形
規 機 粘と厚

さにm)

壁面 底苗| 出 上 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸 (則 ) 深さ(m)

第41は 1 N-36-E 043 0 13 2-3 外傾

87 N-30-E 隅九長方形 0 88 0 52 2～ 4 外傾 半 JIl 底山i中 央の粘土剣離

N-56-,V 隅九長方形 0 57 0 32 2～ 5 外傾 平‖

「 5Jo N4が E μ! 形 0 45 2～ 9 外傾

G5at, N-241E 形 0 50 0 50 0 90 2-5 タト傾 平ナ|! 北壁崩落

91 N6ドw 十可 形 0 45 0 44 2-4 外傾

F6gを Nl卜 E 桁 ‖ 形 0 50 0 12 2～ 5 外傾 皿状

F6j0 N-25ζ  E 不 定 形 0 36 0 13 外傾 SX100の i氏下に確認,南 側部分攪乱により欠落

N5♯ E 隅丸長方形 0 56 2～ 10 外傾

第42側 B4hF N2メ E 楠 円 形 0 38 2～ 4 外傾 平坦

E4i N-52-ヽ V 円 形 0 06 1～ 3 皿状 上部削平

97 N-79-E 格 円 形 4-7 底面と壁北東角力戦 舌しにより欠落

F5G7 N-23-E 形 013 1～ 5 内彎 ml状

F5c8 N-40-ヽ V 隅九長方形 1 03 3～ 8 外傾 平坦

100 N-17-E 隅九長方形 0 60 011 6～ 9 外傾 平坦

N-27と Vヽ 怖 |]形 0 72 0 55 0 10 5～ 13 外傾 平坦 底面に石 1点 底面の粘土幡中に員殻 狂i各 1点充填

G5 く N4メw 形 2～ 5 外傾 皿状

N-53-E 形 2- 5 外傾 平 jE 上部削平

N3事W 楕 円 形 0 87 0 57 0 02 1-3 平JH

G5j N3ゞ E 糖 円 形 0 92 0 52 008 2～ 6 平坦 底面に石6点 ,上部肖1平により底面のみ確認

N-57-E 隅 丸 方 形 平坦 SK155(旧 )と 重複,東壁の一部のみ粘上が残存

第43図 N-13-E 円 形 0 23 2～ 9 クト4蜀 皿状 覆上に粘土塊多量

G6e3 N-77-E 円 形 0 63 0 59 0 08 2～ 4 外傾 皿状

109 N-64ヽV 円 形 0 65 0 52 2～ 21 垂直 nl状 底面に石1点埋め込み ,底面の粘土層中に石 1点充填

G6d3 N-40-E 円 形 2-6 外傾 平坦

N-90-ヽ V 隅 丸 方 形 1 09 0 97 0 20 外傾 平坦 SN213(旧 )と 重複

G612 N9ドw 隅丸長方形 1 42 0 95 2～ 7 外傾 平坦 SN212(新 )と 重複

o           10Cm

第34図 粘土貼り上坑出土遺物実測図

粘土貼土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第34図

1

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 33.5〕

B(110)

体部から口縁部片。体部は直線的に開

き回縁部は器壁薄く外に膨らむ。耳は

内側に大きく出る。

体都,日縁部内外面横ナデ。器壁内部

還元焼成。上端部外側へつまみ出し。

体部外面指頭圧痕。

砂粒・雲母・石英

明褐灰色

普通

P3 残存率20%

S N33覆 土

外面,耳部煤付着
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(3)炉跡 (第 44～49図 )

この項で報告する「炉跡」は,長軸,短軸ともに lm以下のものが多く,平面形は隅丸方形か隅九長方形の

ものが多い。黒色土を使って構築されており,底面は平坦か皿状で浅く,覆土や底面に焼砂や灰の広がりが認

められた。これら,火の使用の跡がある小規模な炉は,製塩の煎蒸過程を行った竃とは考えられず,その他の

煮炊きなどに使用したものと考えられる。またこれらの遺構は,一次面にも二次面にもまんべんなく分布して

おり,時期を限定することはできない。これらのうち,遺物が出土している遺構がいくつかあるが,いずれも

流れ込みの可能性があるので,遺構は以下に一覧表として記載し,その後に遺構から出上した遺物を参考資料

として掲載する。

表10 炉跡一覧表

図 版

番 号

SK

番号

番号 位置 長軸方向 平 面 形

攪 模

壁面 底面 出 土 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深さ(m)

第聖図 4 1 E4bo N-591Ⅲ V 隅 丸 方 形 0 78 0 90 外傾 平坦 北東コーナー部堤乱

7 2 E4bo N-43-E 楕 円 形 0 85 0 77 0 0? 皿状

9 3 F4a9 N-15E 不 定 形 0 56 平坦

E4hつ N-45-W 不 定 形 0 80 平坦

5 E4ε
`
N5ざW 隅 九 方 形 外傾 平坦 面に石2点 北壁に1点

6 N-65ヽ V 隅丸長方形 2 92 021 皿状 SK4 SN24の 直下に確認,東半は攪乱により欠落

E46o N8ド E 円 形 071 外傾 平坦

8 N7ゞw 隅 丸 方 形 外傾 平坦 上部削平,SX23(旧 )と 重複

9 E4h8 N-6■ lv 隅 丸 方 形 0 76 0 71 外傾 平坦 SK22(新 )と 重複

E4i N-83-E 不 定 形 0 68 0 08 平坦

第45図 Nlド E 隅 丸 方 形 1 34 1 07 外傾 平坦

83g3 N4ざW 隅 丸 方 形 0 63 0 58 0 06 皿状

B3h3 N-17-E 隅 丸 方 形 080 0 07 外傾 II l状

B3hi N-39-E 円 形 0 96 外傾 平坦 内耳土鍋片2点 東壁に石4点 西壁に石5点埋め込み,北東部機乱で欠落

15 N-33-E 隅丸長方形 1 21 0 62 001 平坦

51 N-40-E 隅 丸 方 形 0 57 外傾 皿状

B3g7 N-45-W 隅 丸 方 形 1 06 0 27 外傾 平坦 底面に攪乱穴あり

N-33-E 隅 丸 方 形 1 17 外傾 平坦 北壁機乱により欠落

N3歩 E 隅丸長方形 0 54 外傾 平坦

B3c7 N-40-E 隅 丸 方 形 外傾 皿状

E4b8 N-28-E 不 定 形 1 34 1 30 外傾 平坦

B3g8 N-41E 隅 丸 方 形 1 19 外傾 平坦 上部削平

D4h8 N-22i E 円 形 外傾 皿 状

第46図 N3ド E 楕 円 形 夕H頃 平坦 土師質上器片2点

E5e4 N-16と Vヽ 円 形 0 68 獅 皿状 底面に石 1点 ,す ぐ西にSK80あ り

74 N-64-E 不 定 形 0 09 外傾 皿状 西壁に石2点,底面東半は提乱により欠落,SK81と 接する

N-58-W 楕 円 形 〔175〕 1 22 0 16 外傾 凹凸 西倒一部欠落

E4ag N-46 ⅢV 糖 円 形 0 68 外傾 皿状 すぐ西にSK82

89 N-45-E 楕 円 形 0 55 外傾 皿 状

N-47-E 隅 丸 方 形 0 63 0 10 外傾 皿状

第47図 E5b, N-271E 楕 円 形 (078) 0 08 外傾 凹凸 SK87と 接する

30 E5cs Nl∫ E 楕 円 形 (077) 外傾 平坦 SK86と 接する,東半は崩落

88 31 E5cs N7゛w 糖 円 形 1 12 0 92 016 外傾 皿状 北半は崩落
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図 版

番 号

SK

番号

番号 位 置 長軸方向 平 面 形

規 模

壁面 底消i ‖1土 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 深さ(m)

第471Xl 34 N-24-E 円   形 0 33 外傾 al状 束撃崩 ry4

N15E 権 円 形 0 37 皿】大

E4a9 N-48ヽΨ 円   形 0 26 0 12 外傾 皿状 内耳土鍋片 1点 SK95(新 )と 重複 ,西半は堤乱により欠落

F6jl N-45ζ  E 隅丸長方形 011 外傾 F`jH

G5ac Nlざ E 円   形 外傾 子`Jf

100 F6jl N-57-ヽ V 方 形 0 90 0 76 緑色の偏平な砂岩を使って構築,直下にSN145

109 F6jl N6争 E 糖 円 形 015 外傾 平畑

E4hB N4歩 E 隅 丸 方 形 0 09 外傾 平jH 上部削平

F5ha N4皇 E 隅丸長方形 1 06 017 外傾 平坦 SK126(旧 )と 重複

N-2皇 Vヽ 楕 円 形 外傾 平坦 SK125〈 新)と重複

F588 N-29-E 楕 円 形 外傾 平坦 SX123(旧 )と 重複

F5ha N8-ヽ V 隅丸長方形 0 05 外傾 平坦 内耳土鍋片 1点 SK121(新 )と重複

N21ヽ V 脇丸長方形 067 0 09 外傾 平IB 内耳土鍋片2点 北側上部削平

第48図 F51o N-10ヽV 隅 丸 方 形 012 外傾 平JH

Nユ■E 円 形 外傾 平IB

〔5a9 N5がW 精 円 形 0 57 外傾 皿状

16a, N-67-w 隅丸長方形 (061) 0 07 外領 平坦 上部削平により東半が欠落

51 N-51tw 脇丸長方形 0 97 0 90 外傾 dll状

F5c8 N-651W 円 形 外傾 平坦 縁辺部の黒色土は隅丸長方形

N-61E 正 方 形 0 78 夕順 凹凸

N3ド E 隅丸長方形 1 03 089 外傾 平 坦

66c I N-78-E 楕 円 形 〔099〕 外傾 平坦 SK143(旧 )と 重複

N-72W 楕 円 形 0 04 外傾 平坦 SK143(旧 )と重複

G6cl N-30-刊 V 楕 円 形 0 62 平坦 SK141(新 )SK142(新 )と 重複

N-35-E 円 形 外傾 皿状

N13 �V 鵬 丸 方 形 外傾 皿状 3層 にわたり底面を確認,SK151(最 上 中間面の間 )と重複

N-45生 E 円 形 外傾 平坦

H6a3 N6メw 隅九長方形 0 56 垂直 平坦

第49図 H6a4 N-37ユ E 楠 円 形 110 外傾 平坦

N-721、 v 楕 円 形 0 36 皿状 上部削平

64 H6js N4ざ E 円 形 0 59 外傾 皿状

66gs N6SE 円 形 2 76 0 35 外傾 皿状

168 G6g8 N-60W 隅 丸 方 形 0 83 075 外傾 凹凸

N-66 ⅢV 隅丸長方形 0 73 0 25 外傾 皿状

N-18-E 楕 円 形 0 09 外傾 皿状

N-45-E 隅 丸 方 形 平坦 上部削平により壁欠落
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第50図 炉跡出土遺物実測図

炉跡出土遺物観察表

僻)土坑 (第 51～ 58図 )

この項で報告する「土坑」は,前記の炉跡と同程度の規模のものが多く,平面形は隅丸長方形,楕円形,隅

丸方形のものなどがある。黒色土を使って構築されており,底面は平坦か皿状で,壁は外傾しながら立ち上が

るものが多い。浅いものもあれば深いものもあり,こ れらの使用目的は不明である。またこれらの遺構も,炉

跡と同様一次面,二次面にまんべんなく分布 しており,時期を限定することはできない。これらのうち,遺物

が出土している遺構がいくつかあるが,いずれも流れ込みの可能性があるので,遺構は以下に一覧表として記

載し,その後に遺構から出土した遺物を参考資料として掲載する。

表11 土坑一覧表

図版番号 器  種 計測値(m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第50図

1

呑   炉

土師質土器

A〔 124〕

B 69

C 66

底部から口縁部片。三足で底部はやや

突出。腰部が張り胴部はやや外傾して

直線的に立ち上がる。日縁部外反。

水挽き成形。体部外面縦と横のヘラサ

デ。部回転糸切り。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P ll

残存率40%

S K59

2

皿

土師質土器

A〔 119,

B 31

C〔 46〕

底部から回縁部片。底部は平底で突出

し,体部,日縁部は直線的に立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラナ

デ 。

砂粒・宴母

灰責褐色

普通

P77 残存率60%

S K59

内面媒付着

t4 版

番 考

SK

番号

番号 位置 長軸方向 平 面 形

規 模

壁面 底面 出 上 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸 (m) 深 さ(■ )

第51 LXj 1 E4ee N-49ζ W 楕 円 形 0 97 0 72 0 09 外傾 皿 状

2 E4e N-702ヽ V 楕 円 形 0 12 外傾 皿】犬 内耳土鍋片 1点

3 E4aも N-75-E 不 定 形 0 84 0 13 外傾 平坦 南狽1攪乱によリー部欠落 ,上部肖1半により欠落

5 E4a9 N-74ユ E 楕 円 形 049 014 外傾 平坦

6 5 F4a N-3 !ヽ v 楠 円 形 (053) 0 12 皿状 南側攪舌とにより欠落

8 6 E4aθ N-67皇 E 円    形 0 90 外傾 皿状 栗壁に石 1点埋め込み 南側攪乱により欠落

E4h` N-54と、v 不 定 形 0 57 外傾 皿状 鉄製品 1点 直下に粘土ブロ ック多数

8 N-25呈 E 楠 円 形 112 外傾 平畑

9 E5e2 N-71里 Vヽ 隅丸Fk方形 0 90 0 53 0 09 皿状 東壁削平により欠落

17 E4cs N-38ヒ Vヽ 楕 円 形 1 22 0 27 外傾 平坦 直下にsN53,壁 一部攪乱により欠落

N-55ζ  E 円   形 0 53 外傾 平坦 覆土に多量の粘土プロックと石4京

E4i N54皇 W 楕 円 形 〔157〕 1 27 外傾 皿状 覆土上層に粘土ブロック堆積 ,SK20(新 )と 重複

E4i N-52=ヽ V 円    形 0 74 011 外傾 平坦 東部がSK19(旧 )と 重複

第52図 21 E4e6 N-41-E 隅丸長方形 外傾 平 坦 上部削平

15 E4i N-231E 隅 丸 方 形 2 86 0 39 外傾 平坦
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IXI 版

番 弓

Ｓ
　
　
持

番弓 位 置 k軸方ドJ r ni形
に軸(m)

規 模

壁 hi 底 hi ‖I上 遺 物 備 考
tJ軸 (■1) 深さ(m)

第52図 H5dぷ N-72-ε IЧ 形 (092) 0 63 外傾

N-38w 楠 円 形 1 17 0 76 0 53 外傾

N-37-ヽ V 隅九長方形 1 07 タト傾 lul状 内】土鍋ナil点 SК 29と 互いに接 している

N10W μ〕 形 101 外傾 皿状 SK28と l■いに1/.している

N-66-h 隅九長方形 0 20 垂直 平坦 土師質■器ナ11市

21 N-28-ヽ v 精 円 形 0 94 0 63 015 外傾

H6a2 N7ド E 楕 円 形 皿状 南壁一部欠洛

34 N-54‐ W 44● 円 形 0 70 外傾 皿状

B3e2 N3ざW 形 0 57 050 013 外傾 皿】犬 古銭 1点 南側欠落

N3浮 W 隅 丸 方 形 0 06 外値 皿状 内耳土鍋片H点 壁西角は削平により欠落

第53tXl N-5-E 円 形 011 外傾 皿状 内耳土鍋片3■

B316 N-45W 隅 丸 方 形 〔036〕 外傾 El状

N-13-E 楕 円 形 0 45 0 37 005 外傾 ELl大

83j7 N-55-E 円 形 0 67 021 外傾 皿状 SN78と 重複

N-12-E 椅 円 形 0 62 外傾 平畑

31 F5co N-341ヽ V 楕 円 形 タト傾 平坦

N7手 E 円 形 0 65 外傾 平 III 上部音1平

N-22-E 隅丸長方形 012 外傾 平坦

C3a子 Nl浮 W 糖 円 形 0 65 外傾 凹凸 SN81と 連続

35 H5h, Nlゞ W 楕 円 形 0 76 外傾 平坦

N6ドW 隅 丸 方 形 017 外傾 平坦 内耳土鍋片1点

B3を 9 N-441W 楕 円 形 0 88 0 86 0 11 外傾 平坦

B3g8 N-69-ヽ V 円 形 0 21 外傾 皿状 SN98(新 )と接する

B3g8 N-21-E 隅 丸 方 形 (073) (072) 外傾 平坦 古銭4点 北半は鴇乱により欠落

第54図 B3ec N-45-E 不 定 形 1 79 014 外傾 平坦 底面に石3点一列に並ぶ

N-29ヽV 隅丸長方形 1 04 0 80 外傾 平坦 直下にSK84

N-741、 v 隅九長方形 (093) 外傾 平坦 一部崩落

N-57-E 楕 円 形 0 77 外傾 皿状 南西部禍乱によリー部欠落

N6ド E 4fe 円 形 0 73 外傾 平坦 壁南東部攪乱により欠落

71 N-44皇 E 隅丸長方形 0 73 夕順 皿状 東壁崩落

N3ド E 円 形 0 69 065 0 07 外傾 平坦 底面に石 1点埋め込み

D5fl N-2-E 隅 丸 方 形 0 23 外傾 平坦

77 N8歩 W 楕 円 形 012 タト傾 平坦

N-83-E 楕 円 形 07ユ 059 外傾 平坦

E5el N-44-ヽ V 円 形 0 26 0 08 外傾 皿状

N-45-E 円 形 086 006 外傾 平担 すぐ東にSK73,南壁崩落

第55図 N-55ヽV 円 形 0 77 065 0 28 外傾 皿状 断割で粘上が張ってあるのを確認 .SX74と 接する

E4a8 N-67-h 楕 円 形 0 47 0 17 外傾 凹凸 すぐ東にSK83

84 N-31t E 隅 丸 方 形 1 12 0 27 外傾 平坦 SK66の 直下に確認

N3ド E 楕 円 形 0 12 外傾 平坦

D5i9 N-87ユ E 楠 円 形 0 20 外傾 平坦

E4a9 N6ドW 円 形 0 50 0 18 外傾 皿状 SK94(旧 )と 重複

N-0 楕 円 形 071 外傾 皿状

F5ho Nl卜 Vヽ 楕 円 形 0 33 外傾 平坦

N3ド E 楕 円 形 外傾 平坦 鉢型石製品1点 鉢型石製品が逆位に置かれ水受けに転用 縁辺部 を石列が

囲み石製の水路力流 れ込む
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M 版

番 号

Ｋ

　

　

号

Ｓ

　

　

番

番号 位置 長軸方向 IF両 形
受軸(m)

規 模

壁 面 底面 出 上 遺 物 備 考

短軸(m) 深さ(m)

第55図 104 「 5c9 N 17E 形 0 56 外傾 皿状

105 E6i] N-36-ヽ V 隅九長方形 1 25 0 76 垂 i苗 黒色土なし

106
「
6=を N-70-ヽ V 不 定 形 1 27 垂直 ド十えjH 黒色土なし

「
614 N7ド E 隅九長方形 垂直 十二」B 黒色上なし

108 N-571E 隅九長方形 1 07 0 68 外傾

G6f3 N-44、v 隅丸長方形 104 外傾 平川

第硝 lXl N-8ユ E 隅丸長方形 (140) 017 外傾 平畑 北西部攪乱により欠落

G6d2 N6ドW 格 円 刃 1 20 外傾 平jD

G6b3 N-70-W 楠 円 形 0 96 外傾 平坦 上部削平

N-54-ヽ V 格 円 形 0 66 0 08 外傾 平姻

71 G6at N-52-lV 形 外傾 皿状 北壁上部剣離

N-55-IV 楕 円 形 〔078〕 0 56 0 15 外傾 平坦

G5a, N-45E 楕 円 形 0 49 008 外傾 平坦 上部削平,す ぐ東に墨書 Tf力 士゙L土

N-57-E 楕 円 形 1 02 0 52 018 華直 平坦

N-87-E 隅 丸 方 形 外傾 平担

N-4 -E 隅丸長方形 0 13 外傾 平坦 底面に2枚貝の貝殻 1点埋め込み

77 N-78-w 隅丸長方形 0 59 外傾 平担

〔5ao N-571、 v 不 定 形 0 46 (019) 外傾 Ill状 底面中央に機乱穴

第57LXl N5歩 E 侑 円 形 1 10 外傾 平坦 底面北側黒色土剣離

C6da N-86-ヽ V 補 円 形 1 37 0 53 外傾 平坦

N-8皇 Vヽ 不 定 形 0 65 外傾 :子坦 上部削平

G5cB N5ド E 円 形 外傾 皿状 束半力裟 舌しにより欠落

G5d8 N-21-E 隅丸長方形 外傾 平坦 底面南西隅に石1点埋め込み

84 N-32-ⅢV 楕 円 形 外傾 皿 状

N-85-ヽ V 楕 円 形 0 77 0 52 020 外傾 皿 状

N-70-ヽ V 楕 円 形 0 62 011 外傾 平坦

H6da N-8-E 隅 丸 方 形 0 13 外傾 平坦 SK150と 重複(SK150Aよ り新 しくSK150Bよ り古い )

88 N-85と Vヽ 隅丸長方形 外傾 平坦 東壁を残 し上部削平

G6b3 N-77ユ Ⅲv 袴 円 形 0 58 0 16 外傾 平坦 内耳土鍋片 1点 上部削平

G6c4 N-41-E 脩 円 形 114 外傾 平坦 覆上下層に石 1■

第58岡 N-57生 E 隅丸長方形 1 05 0 75 外傾 平 坦 SN174(新 )と 重複

C6c3 楕 円 形 011 外傾 平坦 底面に石 1点

N-10iヽ V 隅 九 方 形 0 98 外傾 皿状

N-36-E 長 楕 円 形 0 80 平坦 底面に石1点 大型誠水槽の底面の粘上が剣離したもの

N-87-h 形 0 66 0 12 外傾 平坦

N-44-h 不 定 形 077 皿】夫 上部削平

H6a4 隅 丸 方 形 0 53 0 53 0 19 外傾 平坦 東半は機乱により欠落

N-13-E 隅 丸 方 形 0 73 0 66 外傾 平坦

N-37と E 隅丸長方形 0 57 010 外傾 皿状

100 N― 酪lW 隅丸長方形 1 20 外傾 皿状
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第59図 土坑出土遺物実測図

土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 計測値(側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第59図

1

内耳 土 鍋

瓦質土器

日縁部片。日縁部は外傾しながら僅か

に外へ膨らむ。耳はほぼ垂直に立ち上

がり,上端で大きく外反する。

日縁部内外面積ナデ。 砂粒・長石・礫

黒褐色

普通

P8 残存率 5%

S K28

外面煤付着

2

内耳 土 鍋

土師質土器

口縁部片。口縁部は外傾しながら僅か

に外へ膨らむ。耳はほぼ垂直に立ち上

がり,上端で外反し,日縁部に至る。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母

橙色

普通

P10 残存率20%

S K40覆 土

外面媒付着

3

皿

土師質土器

A〔 91〕

B 24

C〔 48〕

底部から口縁部片。体部,日縁部は直

線的に外傾して立ち上がる。器壁は厚

い。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・宴母・長石

橙色

普通

P9

残存率20%

S K30

図版番号 器  種
計測値

石  質 出 土 地 点 備 考
長軸(cm) 短軸(cm) 高 さ(cnl) 重量 (g)

第59図 4 鉢型石製品 6250 0 砂 岩 S K103 Q4 手水鉢を逆位に伏せ,水受けに転用したか。

図版番号 器  種
計測値

材   質 出 土 地 点 備 考
長 さ(cnl) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

第59図 5 耳 金 7.8 0_8 鉄 S K10 M3
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図版番号 銭  種
初  鋳  年

出 土 地 点 備 考
時  代 年 号 (西暦 )

第59図 6 開 元 通 賓 唐 武徳 4年 (621) S K35 M4 真書
7 熙 寧 元 費 北   宋 県寧元年 (1068) S K64 M6 真書

8 開 元 通 賓 高  唐 中興 3年 (960) S K64 M5 祭書

9 開 元 通 費 唐 武徳 4年 (621) S K64 M7 真書

興 寧 元 費 北  宋 熙寧元年 (1068) S K64 M8 真書

(5)墓壊 (第60図 )

当遺跡は砂丘に位置しているため,前回までの調査では,人骨の出土は確認できてもその埋葬のために掘ら

れた墓墳を確認することはできなかった。しかし,今回の調査において,周囲の黒色上を切る形で掘られた土

坑が 2カ 所認められ,そ こを掘ったところ,その下から人骨が出土したので,墓媛と確認できた。

第 1号墓墳 第 1号墓媛 (S K60)は ,調査区の北部 B3c7区を中心に確認できた。平面形は,楕円形である。
規模は,長軸1.05m,短 軸0.65m,深 さ0,42mである。底面は凹凸があり,壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土は,同質の砂が均―に堆積していた。出土した人骨は,北枕西向き屈葬で成人女性のものと思われる。頚

椎骨の下から六道銭に当たる古銭が六枚出上 した。また首の後ろ (東側)に当たる場所から内耳土鍋の破片が

1片出土した。

第 2号墓墳 第 2号墓城(S K61)も , B3c7区 を中心に確認できた。平面形は,隅九方形に近い。規模は,長
軸0,94m,短軸0.89m,深さ0。 32mである。底面は凹凸があり,壁はほぼ垂直に立ち上がっている。覆土は,

同質の砂が均―に堆積していた。出土した人骨は,北枕西向き屈葬で幼児骨である。ちょうど手に当たる部分

に六道銭と思われる古銭が 2枚出上した。 1枚は摩耗が激しく判読不可能であった。

所見 両墓壊は,枕を並べる形で,ほぼ同じ標高に確認できたことから, 2体の人骨は家族である可能性が強
い。また,両墓壊とも,す ぐ近くに存在した第22号炉 (S K59)に 伴って広範囲に広がる黒色上を貫通して掘

られているので,少なくとも第22号炉よりは新しい。さらに,人骨と共に埋納された六道銭のうち,最新のも

のが朝鮮通費であることから,こ の人骨の埋納時期は15世紀の第二四半期をさかのぼるものではない。

北 ●7 Slm /①
l

口
|

▲ 3.8m   _A9.。 m

SK 61
0               2m

第60図 墓境実測図

-86-



Ⅸl 倣

番 号

SK

番号

番号 位置 長軸方向 平 油i形
規 模

壁市
「
ljR画 出 土 遺 物

備

長軸(m) 短軸(m) 深 さ(m)

第∞ⅨI

60 1 83c, N-28-E 柏 円 形 1 05 0 65 0 27 柔 ll 人骨 卜に市鋭 6枚 SK59を 中心 とする無色 と画を切って構築,人骨北枕屈葬

2 83c7 N-37-E 4雷 円 形 0 89 0 40 垂 1■ 人骨脇に古銭 2枚 SK59を 中′と、とする黒色土面をtyJっ て構築,幼児骨北枕屈葬

表12 墓壌一覧表

(6)礎石建物状遺構 (第61図 )

礎石建物状遺構(SXl)と した遺構は,調査区の中央よりやや南のF5io区を中心に確認できた。正確な規

格性はないが,径20cm前後の平たい石がほぼ等間隔におかれたもので,その上に柱を立てたものと思われる。

周辺から大量の釘や植木鉢,七輪,ガラス慢,金属製の急須の蓋,陶器製の徳利などが出土しており,こ の遺

構は近代のものと考えられる。また,こ の遺構のすぐ東には小型の第38号戯水槽があるので, これら一連の遺

構と遺物は,近代の製塩跡と考えることができるかもしれない。

表13 礎石建物状遺橋一覧表

図 版

番 号

SX

番号

位   置 長軸方向 平 面 形

続模

出 土 遺 物 備 考

長軸(m) 短軸(m) 石間距離(m) 石の数

第61阿 1 F5h8～ F51o N3■w 不整正方形 6 72 112～ 150 大方ワ0 石F]片 2点 砂丘上の構築物のため,石が移動 している可能性大

(7)不明遺構 (第62図 )

石列 この遺構(SX2)は ,前記礎石建物状遺構の東側 F6gl区 に確認できた。第91号粘土貼り上坑と第58号

土坑に挟まれるような位置に,径20～30cmの 石 7点が長さ1.69mの範囲に東西に直列で並んでいた。このすぐ

北には,金属製の急須の蓋 2点が出土しており,使用目的は不明であるが,近代の遺構と考えることができる。

貼床状遺構 この遺構(SX4)は ,調査区の中央よりやや南の F5c7区を中心に確認できた。平面形は不定形
で,規模は長軸5,33m,短軸3.10mの平坦な遺構である。遺構確認の時点で,表面一面に焼けた灰が厚さ10cm

程度堆積していたのが確認できた。それを取 り除くと,黒色土を貼って構築された不定形の本遺構が現れた。

覆土中からは,土師質土器の小皿 1点 ,香炉 1点 ,内耳土鍋の回縁部片 2点,その他多数の土師質土器小皿片

と,内耳土鍋の体部片が出土した。これらの状況から,こ の遺構は消失家屋跡の可能性がある。付近には,小

さな土坑と炉跡が 1基ずつあったのみで,製塩と関係の深い遺構は見られなかった。

表14 不明遺構一覧表

図 版

番 号

SX

番号

位   置 長軸方向 平 面 形

規 模

出 土 遺 物 備 考
長軸(m) 短軸(m) 石聞距離(m) 石の数

第62図 2 N-55-E 石が直列に並お 大が 7 02m北に金属製の急須の議2点力泣 んで出土

図 版

番 号

SX

番号

位   置 長軸方向 平 面 形

規   模 黒色土面の

厚さ (cm)

黒色土面

の起伏

出 土 遺 物 備 考
長軸(m) 短軸(m)

第62図 3 F5c7 N-72ユ h 不 定 形 2-5 平 坦 土師質土器片15点 ,内耳土鍋片13点,鉄製品 1点 黒色土面内に落込みあり
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図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第63図

1

皿

土師質土器

A〔 116〕

B 35

C 45

底部から口縁部片。底部は平底で片面

が突出。体部口縁部は内彎気味に立ち

上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。見込み

指ナデ。

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

P14

残存率50%

sX4覆土

2

香   炉

土師質土器

A〔 128〕

B(45)

体部から日縁部片。腰部が張り胴部は

やや外傾して直線的に立ち上がる。

日縁部外反。

水挽き成形。体部低位外面に三重亀甲

に蛇の日の押印文。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

P15

残存率10%

SX4覆土

3

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 340〕

B(131)

体部から回縁部片。体部は外傾して直

線的に立ち上がり,日縁部は僅かに外

へ膨らむ。耳は内彎後滑らかに外傾。

体部,日縁部内外面横ナデ。上端部内

側へつまみ出し。体部外面指頭圧痕。

砂粒・雲母・長石

にぶい褐色

普通

P16 残存率20%

SX4覆土

外面,耳部煤付着

4

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 326〕

B(66)

日縁部片。日縁部はほぼ垂直に立ち上

がり,外へ膨らむ。耳は内彎して立ち

上がり,上端部へ大きく外反する。

日縁部内外面横ナデ。上端部内側へつ

まみ出し。

砂粒・雲母・長石

橙色

普通

P17 残存率15%

SX4覆土

外面薄く煤付着

不明遺構出土遣物観察表

3 遺構外出土遺物
本跡における遺物の出土状況は,遺構に伴うものがごく僅かであるが,遺構外からは多種の遺物が出土して

いる。そこで,以下に遺構外出土遺物を土器・陶磁器,土製品,ガラス製品,石製品,金属製品,古銭,骨角

製品の順に種類別に掲載しておく。

図版番号 器  種
計測値

材  質 出土地 点 備 考
長 さ(cm) 幅 (cm) }享さ(cm) 重量 (g)

第63図 5 不 明 31 17 0 鉄 SX4 M9

遺構外出土遺物観察表 (土器 。陶磁器 )

図版番号 器  種 計測値(伽 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 考備

第64図

1

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 332〕

B(70)

日縁部片。日縁部は器壁を薄くし,外

反気味に外へ膨らむ。耳はほぼ垂直に

立ち上がり,外反して上端部に至る。

日縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・石英

長石・スコリア

にぶい橙色 普通

P19 残存率10%

B3h3区表採

外面煤付着

2

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 305〕

B(46)

口縁部片。日縁部は外傾しながら外に

膨らむ。耳は内彎気味に立ち上がり,

外反して上端部に至る。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・長石

橙色

普通

P20 残存率 5%

B3g8区表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 300〕

B(70)

口縁部片。日縁部は器壁を薄くし,大

きく外反して膨らむ。耳はほぼ垂直に

立ち上がり,外反して上端部に至る。

日縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・長石

スコリア

にぶい橙色 普通

P21 残存率5%

B3区表採

外面媒付着

4

内耳 土 鍋

土師質上器

A〔 323〕

B(60)

日縁部片。日縁部は外傾しながら僅か

に外へ膨らむ。耳はほぼ垂直に立ち上

がり,外反して上端部に至る。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・石英 。長石

スコリア

灰赤色   普通

P29 残存率 5%

E4a。 区表採

内外面煤付着

5

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 354〕

B(60)

日縁部片。日縁部は外傾気味に立ち上

がり,外に膨らむ。耳は内彎後滑らか

に外傾して立ち上がる。

日縁部内外面横ナデ。上端部外側へつ

まみ出し。

砂粒・雲母・長石

スコリア

明赤褐色 普通

P30 残存率10%

E4,8区表採

外面煤付着

6

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 242〕

B(50)

日縁部片。日縁部は耳のつく部分にく

びれをもち,器壁を薄くして外傾しな

がら立ち上がる。耳は内彎後外傾。

回縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母 。長石

にぶい橙色

普通

P36 残存率3%

E5c7区表採

外面煤付着

7

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 371〕

B144

C〔 190,

底部から口縁部片。平底。体部は外上

方へ直線的に立ち上がる。日縁部は体

部との境に,完い凹線が巡り外反する。

底部ナデ調整。体部,日縁部内外面横

ナデ。体部外面指頭圧痕。

砂粒・雲母・石英

橙色

普通

P34 残存率35%

F519区表採 外面

と底部内面煤付着
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遺構外出土遺物観察表 (土器・陶磁器 )
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図版番号 器   種 計誤!値 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第65図

8

内 耳 土 鍋

土師質土器

A33.3

B(161)

体部から回縁部片。体部は外上方へ直

線的に立ち上がる。日縁部は体部との

境に浅い凹線が巡り,外へ膨らむ。

体部,口縁部内外面横ナデ。上端部外

側へつまみ出し。体部外面指頭圧痕。

砂粒・雲母・石英

長石・スコリア

栓色    普通

P44 残存率70%

F6j2区 表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 326〕

B(15.4)

体部から日縁部片。体部は外側へ直線

的に立ち上がる。日縁部は耳の付く所

で外へ膨らみ,内側に稜が巡る。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。上端部外側へつまみ出し。

器壁内部遺元焼成。

砂粒・石英・長石

スコリア

橙色    普通

P45 残存率20%

F6j2区 表採

外面煤付着

第66図

10

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 39.6〕

B(105)

体部から口縁部片。体部は内彎気味に

開いて立ち上がり,日縁部はやや外に

膨らむ。耳は内彎後外反。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。

砂粒・雲母・石央

スコリア

明赤掲色  普通

P46 残存率15%

F6j2区

外面煤付着

11

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 338〕

B(116)

体部から日縁部片。体部は直線的に開

いて立ち上がり日縁部は外反して膨ら

む。耳は直立後外反し上端部に至る。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。上端部外側へつまみ出し。

器壁内部還元焼成。

砂粒・雲母 。長石

スコリア

橙色    普通

P47 残存率 7%

F6j2区表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A(313〕

B(66)

日縁部片。日縁部は外へ膨らみ上端部

値かに折り返しあり。耳は内彎気味に

立ち上がり,外反して上端部に至る。

日縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母

明赤褐色

普通

P48 残存率 3%

F6j2区 表採

外面媒付着

-111-



図版番号 器  種 計測値(卿 ) 器 形 の II徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第66図

13

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 320〕

B(129)

体部から口縁部片。体部,日縁部は内

彎気味に外傾して立ち上がる。日縁部

はやや外に膨らむ。耳は内彎後外反。

体部,日縁部内外面横ナデ。上端部内

側へつまみ出し。体部外面指頭圧痕。

砂粒・雲母・石英

礫

にぶい橙色 普通

P64 残存率10%

G5a9区表採

外面媒付着

第67図

14

内耳 土 鍋

(焙烙型 )

土師質土器

A〔 269〕

B(86)
体部から口縁部片。体部,口縁部は外

傾して立ち上がる。日縁部はやや外に

膨らむ。耳は内彎後外反し回縁部へ。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。

砂粒・雲母・ 長石

にぶい橙色

普通

P70, P71と 同一か

残存率15%,H6j,

区,外面煤付着

内耳 土 鍋

(焙烙型 )

土師質土器

A〔 289〕

B(75)
体部から日縁部片。体部,日縁部は外

傾して立ち上がる。日縁部はやや外に

膨らむ。耳は内IEI後外反し口縁部へ。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。

砂粒・雲母

にぶい栓色

普通

P71 残存率10%

H6jど 区表採 外面

と体部内面煤付着

内耳 土 鍋

瓦質土器

A〔 24.5〕

B(54)

口縁部片。日縁部は外傾 して立ち上が

り,僅かに外へ膨らむ。耳は太く,直

立後外反して上端部に至る。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・石英

長石

褐灰色   良好

P■ 1残存率3%

二次面表採

P106と 同一一か

17

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 326〕

B(42)

日縁部片。日縁部は外へ膨らんで立ち

上がる。耳は直立後外反し,上端部に

至る。

日縁部内外面横ナデ。 砂粒 。長石

浅黄橙色

普通

P■2残存率 3%

二次面表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 28,2〕

B(60)

日縁部片。口縁部は僅かに外へ膨らん

で立ち上がる。耳は内彎後外反して日

唇部に至る。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・石英・長石

スコリア,にぶい

赤褐色   普通

P109残存率 3%

二次面表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 350〕

B(63)

口縁部片。日縁部は僅かに外へ膨らん

で立ち上がる。耳は内彎後外反して日

唇部に至る。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・石央・長石

礫・スコリア

明赤褐色  普通

P l13残 存率 3%

二次面表採

第68図

20

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 324)

B(12.6)

体部から日縁部片。体部,日縁部は内

彎気味に外傾して立ち上がり,耳の外

側が膨らむ。耳の下に穿孔あり。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。

砂粒・雲母・石英

長石

赤橙色   普通

P67 残存率15%

G6e2区表採

穿Tし 1ま焼成後

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 370〕

B(90)
体部から口縁部片。体部,日縁都は直

線的に外傾して立ち上がる。耳の付く

所は内側へ凹む。耳は内彎後外反。

体部,日縁部内外面横ナデ後黒色処理

を施す。体部,日縁部外面に指頭圧痕

あり。上端部外側に折り返し。

砂粒・石英・長石

スコリア

黒褐色   普通

P107残存率15%

トレンチ表採

内外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 344〕

B(60)

日縁部片。日縁部はわずかに外へ膨ら

む。耳は内瞥後外反し上端部に至る。

日縁部内外面積ナデ。上端部外側につ

まみ出し。

砂粒・雲母・長石

にぶい赤褐色

普通

P108残存率 3%

二次面表採

内外面一部煤付着

内耳土鍋

土師質土器

A〔 360〕

B(69)

日縁部片。日縁部は耳の付け根が大き

く凹む。耳は内彎後外反し上端部に至

る。

日縁部内外面積ナデ。日縁部外面に指

頭圧痕。

砂粒・雲母・石英

長石・スコリア

鈍い赤褐色 普通

P■ 4残存率 3%

トレンチ表採

外面一部媒付着

第69図

24

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 296〕

B(93)
体部から回縁部片。日縁部,耳の下部

の付け根が大きく凹む。耳は内彎後外

反し上端部に至る。

体部,日縁部内外面横ナデ後内面の黒

色処理を施す。体部外面に指頭圧痕。

上端部外側に折り返し。

砂粒・石英・長石

礫・スコリア

褐灰色   普通

P■ 7残存率 5%

二次面表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

B(64) 回縁部片。日縁部は僅かに外へ膨らん

で立ち上がる。耳は内彎気味に立ち上

がり,外反して上端部に至る。

日縁部内外面横ナデ。外面指頭圧痕。 砂粒・雲母 。長石

にぶい栓色

普通

P l10残 存率 3%

二次面表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

B(6.0) 日縁部片。日縁部は僅かに外へ膨らん

で立ち上がる。耳は内彎後外反して日

唇部に至る。

口縁部内外面横ナデ後黒色処理。 砂粒・石英 。長石

礫・スコリア,オ

リーブ黒色 普通

P l15残存率 3%

一次面表採

内 耳 上 鍋

土師質土器

B(60) 回縁都片。日縁部は下部の耳の付け根

で凹み外へ膨らんで立ち上がる。耳は

くの字状に立ち上がり上端部に至る。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・石英

長石

にぶい褐色 普通

P■ 6残存率3%

B3f7区 二次面表採

外面媒付着

内耳 土 鍋

土師質土器

B(77) 日縁部片。口縁部は下部の耳の付け根
で大きく凹んだ後,外へ膨らんで立ち

上がる。耳は内彎後外反し上端部へ。

口縁部内外面横ナデ。器壁薄い。 砂粒・雲母・石英

にぶい橙色

普通

P■8残存率3%

B3区二次面表採

29

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 245〕

B 9,7

C〔 16 0〕

底部から回縁部片。平底で,体部,口

縁部は外傾して直線的に立ち上がる。

日縁部内側には,凹みが巡る。

底裏ナデ調整。体部,日縁部内外面横

ナデ。体部外面指頭圧痕。上端部内側

上方へつまみ上げ。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

P35 残存率15%

F5c7区表採 体部

口縁部外面煤付着
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第69図

30

内耳 土 鍋

土師質土器

B(83)

C〔 140〕

底部,体部片。底部は平底で,体部は

外傾して直線的に立ち上がる。底部と

体部の境に凹線が巡る。

底部内外面ナデ調整。体部内外面横ナ

デ。体部内外面指頭圧痕。

砂粒・雲母・石芙

スコリア

にぶい橙色 普通

P38 残存率 5%

F5de区表採

体部外面煤付落

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 35,0〕

B(153)

体部,日縁部片。体部,日縁部は外傾

して直線的に立ち上がる。日縁部内側

には,凹みが巡る。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部,日

縁部外面指頭圧痕。上端部内側につま

み出し。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

P37 残存率15%

F5ds区表採 内面の

一部と外面に煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 35.0〕

B17.2

C〔 20.2〕

底部から日縁部片。平底で,体部,口

縁部は外傾して直線的に立ち上がる。

日縁部は若千内瞥気味。

底裏ヘラ調整。体部,日縁部内外面横

ナデ。体部内外面と口縁部外面指頭圧

痕。上端部外側につまみ出し。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

P105,17%.H6区 三

次面表採,外面と

底部内面に煤付着

第70図

33

内耳 土 鍋

瓦 質 土 器

A〔 32.9〕

B l1 8

C〔 234〕

底部から日縁部片。平底で体部,日縁

部は外傾して内彎気味に立ち上がる。

底裏ヘラ調整。体部,日縁部内外面ヘ

ラナデ。上端部外側ヘラナデによる面

取り調整。

砂粒・婁母・石英

長石・礫・スコリア

灰色    普通

P106残存率10%

二次面表採

34

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 356〕

B(109)

体部,日縁部片。体部は内彎気味にほ

ぼ垂直に立ち上がり,日縁部は値かに

外反する。内面の両部境に稜が巡る。

体部,日縁部内外面横ナデ。外面指頭

圧痕。上端部外側へつまみ出し。

砂粒・雲母・石英

スコリア

黒褐色   普通

P l19残存率10%

No 13,14ト レンチ聞

体部外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 322〕

B(57)
体部,日縁部片。体部は外傾して立ち

上がり,日縁部は僅かに外反する。内

面の両部境に稜が巡る。

体部,日縁部内外面横ナデ。外面指頭

圧痕。上端部外側へつまみ出し。

砂粒・雲母・石英

スコリア

灰責褐色  普通

P120残存率 5%

E4i3区 表採

内外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 315〕

B(11.6)

体部,日縁部片。体部は外傾して直線

的に立ち上がり,日縁部は僅かに外反

する。

体部,日縁部内外面横ナデ。外面指頭

圧痕。上端部外側へつまみ出し後,ヘ

ラで面取り調整。

砂粒・雲母・石英

スコリア

褐灰色   普通

P123残存率15%

E4区二次面表採

外面煤付着

内 耳 土 鍋

土師質土器

A〔 292〕

B(57)
体部,日縁部片。体部は外傾して直線

的に立ち上がり,日縁部は僅かに外反

する。

体部,日縁部内外面積ナデ。外面指頭

圧痕。上端部外側へつまみ出し後,ヘ

ラで面取り調整。

砂粒・石英・長石

礫・スコリア

褐灰色   普通

P124残存率3%

E4区二次面表採

外面煤付着

内 耳 土 鍋

土師質土器

A〔 344〕

B(70)
体部,日縁都片。体部は外傾して直線

的に立ち上がり,日縁部は僅かに外反

する。

体部,日縁部内外面横ナデ。外面指頭

圧痕。上端部内,外側へつまみ出し。

器壁内部遠元焼成。

砂粒・雲母・石英

長石・スコ リア

にぶい橙色  普通

P127残存率3%

二次面表採

外面に薄く媒付着

第71図

39

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 337〕

B(127)

体部,日縁部片。体部,日縁部は外傾

して内彎気味に立ち上がる。

体部,日縁部内外面横ナデ。外面指頭

圧痕。上端部外側へつまみ出し後,ヘ

ラで面取り調整。内外面黒色処理。

砂粒・雲母・石英

長石・スコリア

黒色 普通

P125残存率10%

二次面表採

外面媒付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 298〕

B(62)
体部,日縁部は外傾して直線的に立ち

上がり,日縁部は器壁を厚くする。

体部,日縁部内外面横ナデ。外面指頭

圧痕。上端部内,外側へつまみ出し。

器壁内部還元焼成。

砂粒・雲母・石英

長石

にぶい橙色 普通

P126残存率5%

E4b9区 表採

内外面煤付着

内 耳 土 鍋

土師質土器

A〔 276〕

B(5,3)

日縁部片。日縁部は僅かに外反した後

内彎気味に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。外面指頭圧痕。

上端部内,外狽Jへつまみ出し。

砂粒・石英・長石

スコリア

褐灰色   普通

P128残存率3%

No 14ト レンチ

外面媒付着

内耳 土 鍋

瓦 質 土 器

A〔 276〕

B(53)
体部,日縁部片。体部,日縁部は外傾

して僅かに内彎しながら立ち上がる。

体部,日縁部内外面横ナデ。外面指頭

圧痕。

砂粒・宴母・石英

長石

灰色    良好

P134残存率12%

二次面表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 272〕

B(54)

口縁部片。日縁部は厚みを増しながら

内彎気味に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・石英

スコリア

にぶい橙色 普通

P135残存率5%

二次面表採

外面媒付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 294〕

B(40)
日縁部片。日縁部は厚みを増しながら

内彎気味に立ち上がる。口縁部最下部

に穿孔。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・長石

スコリア

橙色    普通

P136残存率3%

No 12ト レンチ表採

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 346〕

B(45)
口縁部月。日縁部は厚みを増しながら

内彎気味に立ち上がる。

口縁部内外面積ナデ。 砂粒・雲母・長石

スコリア

にぶい橙色 普通

P139残存率3%

No 47ト レンチ表採

第72図

46

内耳 土 鍋

瓦 質 上 器

A〔 311〕

B(70)

日縁部片。日縁部は厚みを増しながら

内彎気味に立ち上がる。

口縁部内外面横ナデ。外面指頭l■痕。 砂粒・雲母・石英

長石・スコリア

掲灰色   普通

P138残存率5%

二次面表採

外面煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 304〕

B(43)

日縁部月。日縁部は厚みを増しながら

内彎気味に立ち上がる。

日縁部内外面積ナデ。 砂粒・雲母・石英・ス

コリア・長石

にぶい赤褐色 普通

P140残存率 2%

二次面表採

外面煤付着
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第27図

48

内耳 土 鋼

土師質土器

A(350〕

B(43)

日縁部片。国縁部は厚みを増しながら

内彎気味に立ち上がる。上端部内側ヘ

やや突出。

口縁部内外面横ナデ。 砂粒・雲母・石英

橙色

普通

P142残存率2%

二次面表採

外面に薄く煤付着

内耳 土 鍋

土師質土器

A〔 300〕

B(60)

口縁部片。国縁部は厚みを増しながら

内彎気味に立ち上がる。

日縁部内外面横ナデ。外面指頭圧痕。 砂粒・雲母・石英

長石・スコリア

にぶい橙色 普通

P141残存率5%

G6区二次面表採

外面に薄く煤付着

内耳 上 鍋

土師質土器

B(67)

C〔 231〕

底部から体部片。平底で体部は外傾し

直線的に立ち上がる。

底裏ヘラナデ。底部内面及び体部内外

面横ナデ。体部外面指頭圧痕。被二次

焼成。

砂粒・石英・長石

赤灰色

普通

P144残存率 5%

No 14ト レンテ表採

外面一部煤付着

51

内耳 土 鍋

土師質土器

B(24)

C〔 16.0〕

底部から体部片。平底で体部は外傾し

て立ち上がる。内面は底部から体部ヘ

なだらかに移行する。

底部,体部内面横ナデ。底裏はヘラナ

デ。底部,体部外面の境の稜は指押圧

による調整。

砂粒・雲母・長石

スコリア

灰褐色   良好

P146残存率 2%

二次面表採

体部外面煤付着

小   皿

土師質土器

A〔 65〕

B l.8

C〔 32〕

底部から日縁部片。底部は平底。体部

から日縁部は直線的に立ち上がる。

水挽き成形。底部,切 り離し後ナデ調

整。

砂粒・雲母

橙色

普通

P43 残存率45%

F6h区表採

小   皿

土師質土器

A 66

3 22

C 38

日縁部一部欠損。底部は平底でやや突

出。体部下半に若子の張り出しが巡り

回縁都へ内彎気味に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母・礫

スコリア

にぶい掲色 普通

♀28 残存率90%

E4a7区表採

皿

土師質土器

A l16

B 29

C 49

底部から日縁部片。底部は平底でやや

突出。体部,日縁部はほぼ直線的に立

ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母・礫

にぶい褐色

普通

P42 残存率60%

F6g2区表採

皿

土師質土器

A〔 112〕

B 2,8

C〔 6_0〕

底部から口縁部片。底部は平底で突出

する。体部,国縁部はほぼ直線的に立

ち上がる。

水挽き成形。底部,切 り離し後ナデ調

整。

砂粒・雲母・スコ

リア・石英・礫

橙色    普通

P66 残存率40%

G6i2区表採

皿

土師質土器

A l16

B 30

C〔 48〕

底部から口縁部片。底部は平底。体部

から日縁部は内彎気味に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・スコリア・

礫 にぶい責橙色

普通

P75 残存率45%

E5h7区表採

小   皿

土師質土器

A 71

B 21

C 36

口縁部一部欠損。底部は平底でやや突

出。体都から日縁部は内彎気味に立ち

上がる。

水挽き成形。底部,切 り離し後ナデ調

整。

砂粒・雲号 。石英

長石・スコリア

橙色    普通

P82 残存率99%

表採

皿

土師質土器

A〔 11.4〕

B 31

C 47

底部から口縁部片。底部は平底。体部

は直線的に立ち上がり,口縁部はやや

外反する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母・スコ

リア

橙色    普通

P76 残存率25%

二次面表採

皿

土師質土器

A〔 lo 4〕

B 33

C 38

底部から日縁部片。底部は平底でやや

突出。体部,日縁部は内彎しながら外

傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母・石英

長石

にぶい橙色 普通

P78 残存率25%

二次面表採

60

皿

土師質土器

A〔 98〕

B 30
C 4_4

底部から日縁部片。平底で,体部,日

縁部は内彎しながら外傾 して立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り後ナデ調

整。

砂粒・雲母・スコ

リア

にぶい橙色 普通

P79 残存率60%

二次面表採

皿

土師質土器

A〔 112〕

B 31

C 5,0

底部から日縁部片。底部は平底でやや

突出。体部,日縁部は内彎気味に外傾

して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母・スコ

リア

橙色    普通

P80 残存率35%

二次面表採

打ヽ   皿

土師質土器

A 59

B lo

C 58

口縁部一部欠損。底部は平底でやや上

げ底。体部は僅かな立ち上がりを見せ

口縁部は外面が垂直に立ち上がる。

水挽き成形。底部切り離し後ナデ調整

を施す。

砂粒

浅責橙色

普通

P83 残存率99%

二次面表採

皿

土師質土器

A〔 93〕

B 27
C〔 40〕

底部から口縁部片。底部は平底でやや

突出。体部,回縁部は内彎気味に外傾

して立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

P81 残存率35%

二次面表採

外面一部煤付着

第73図

64

七輪(工徳 )

土師質土器

A〔 25,0〕

B 74

C〔 21 2)

全体にやや外傾して立ち上がる。中位

に径2 1cmの 円孔がある。

機械成形。内面最下部にヘラによる面

取り痕が巡る。外面下位と上位に沈線

が一条ずつ巡る。

砂粒・石央・長石

スコリア

橙色    普通

P51 残存率10%

F6il区表採

内外面煤付着
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図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第73口

65

七輸(さ な )

土師質土器

直径 238

厚さ 17

厚さ1 7cmの円板に,径 2 1cmの 円孔が

推定で15個 あけられている。

椛強成形後と面ナデ調整。 砂粒・芸1)・ 石英

長石・礫・スコリア

にぶい赤掲色 普通

P52 残存率35%

F6il区表採

上面煤・灰・錆付着

七   輪

土師質土器

A(340〕

C304
底部埓と体部中位から口縁部片。体部

下端に灰掻き出し窓あり。下位内面に

はさな受けが出る。上位に門孔あり。

機械成形後ナデ調整。 砂粒・石央 ,長石

礫・スコリア

にぶい精色 普通

P49.50 残存率20%

F6i〕 区表採

内外面煤付着

植 木 鉢
土師質土器

A124

B 90

C 93

平成。底部中央に径1 4cmの 円礼。体

部から日縁部はやや反り気味に直立し

て立ち上がる。器壁厚い。

機械成形。底部静止ヘラ切り。 砂粒・雲母・長石

礫・スコリア

明赤褐色 普通

P53 残存率100%

F6h区表採

第74図

68

火 鉢 か

土師質土器

A(192〕

B 51
C〔 194〕

平底。体部は内彎気味に直立して立ち

上がる。

機械成形。体都最下位にヘラによるla

取りが巡る。日縁部外面に沈線が一条

巡る。

砂粒・雲母 `

スコリア

橙色

長石

普通

P39 残存率15%

F5al区表採

外面煤付着

香   炉

土師質土器

A(9.2)

B(24)

C 58

底部から体部片。底部平底で突出し三

足がつく。

水挽き成形。底部回転糸切り後ナデ調

整。内外面黒色処理。

砂粒・雲母・石英

スコリア

にぶい橙色 普通

P18 残存率30%

B3g7区表採

火 鉢 か

土師質土器

A〔 32.6〕

B(53)
体部から口縁部片。ほぼ直立して立ち

上がる。器壁厚い。

税強成形。 砂粒・雲母・石英

長石・礫・スコリア

にぶい橙色 普通

P95 残存率 5%

二次 ltl表採

外面煤付着

火 鉢 か

土師質土器

B 6.5 底部から体部片か。底部と体部の境の

角の部分を斜めに面取りが巡る。

機械成形。面取り部ヘラ削り。 砂粒・石英・長石

礫・スコリア

にぶい橙色 普通

P96 残存率 7%

二次面表採

体部外面煤付着

鉢   か

土師質土器

A〔 304〕

B(58)
体部から口縁部片。外傾して立ち上が

り,体部に径1 0cmの円孔があく。日

縁部外面に三条の沈線が波状に巡る。

機械成形。 砂粒・雲母・石英

長石・スコリア

橙色    普通

P68 残存率 5%

G6i2区表採

内面に二次焼成痕

火   鉢

瓦 質土 器

A〔 396〕

B(73)
体部から口縁部片。内彎しながら直立

して立ち上がる。体部,日縁部に突帯

が 2本 (1本は欠落)巡る。

強櫨成形。 2本の突帯間に 3段の言文

が巡る。欠落した日縁部の突帯の上部

に亀甲文が 1段巡る。

砂粒・長石

リア

暗灰色 普通

P104残 存率3%

H6区二次面表採

皿
　
器

九

陶

A〔 1l o〕

B 26

C 60

底部から日縁部片。削り出し高台。体

部は内彎気味に外傾して立ち上がり,

日縁部が外反する。

水挽き成形。底裏に削り出しによる段

差がつく。底裏に胎土目積みによる日

積み痕がある。底裏中央部以外施釉。

砂粒

オリーブ,褐灰色

灰釉    普通

P84 美濃

残存率60%

試掘 トレンチ

皿
　
器

九

陶

A〔 124〕

B 2.6

C〔 78〕

底部から回縁部片。削り出し三角高台

体部は内彎気味に外傾して立ち上がり

目縁部は僅かに外反する。

水挽き成形。全面施釉。 砂粒・石英

灰白色,長石釉

普通

P87  志野

残存率20%

一次面表採

皿
　
器

丸

　

陶

A〔 120〕

B 2,8

C(64〕

底部から口縁部片。削り出し三角高台

体部,日縁部は内彎気味に外傾して立

ち上がる。

水挽き成形。全面施釉。被二次焼成。 砂粒

灰白色,長石釉

普通

P26 志野

残存率30%

D4区表採

皿
　

器

丸

　
陶

A〔 114〕

B 19
C〔 60〕

底部から口縁部片。平底で体部は外傾

して立ち上がり,日縁部は僅かに外反

する。

水挽き成形。見込みに二重の円,その

外側に幾何文,日縁部に一重の円が筆

書きされる (鉄絵)。 全面施釉。

砂粒・スコリア

淡黄色,鉄和

長石灰釉 普通

P90 志野織部

残存率15%

一次面表採

皿
　
器

丸
　
陶

A〔 119〕

B 27
C〔 66〕

底部から回縁部片。削り出し高台で高

台高が低い。体部は内彎気味に外傾し

て立ち上がり,日縁部がやや外反。

水挽き成形。見込み外周部と口縁部上

端に鉄絵の円。その間に草花文が筆書

きされる。全面施釉。被二次焼成。

砂粒 。長石・スコ

リア,淡黄色 ,鉄釉

長石灰釉 普通

P88 志野織部

残存率20%

一次面表採

皿
　
器

九

陶

A〔 116〕

B 2.2

C(78〕

底部から口縁部片。削り出し三角高台

体部,日縁部は内彎気味に外傾して立

ち上がる。底裏に胎土目積み痕。

水挽き成形。見込みに鉄絵草花文,見

込み外周部に二重の円,日縁部に一重

の円が筆書きされる。全面施釉。

砂粒・長石

淡黄色,鉄釉

長石灰釉 普通

P85 志野織部

残存率30%

一次面表採

皿
　

器

丸
　
陶

A〔 119〕

B 21

C〔 63〕

底部から日縁部片。削り出し高台。高

台外面は削りなし。体部,回縁部は内

彎気味に外傾して立ち上がる。

水挽き成形。全面施釉。 砂粒・石英・スコ

リア  灰白色

長石釉   普通

P86 志野

残存率30%

一次面表採

皿
　

器

九
　
陶

A〔 121〕

B 16
C〔 63〕

底部から日縁部片。削り出し高台。高

台外面は削りなし。体部内彎気味に外

傾して立ち上がり,日縁部僅かに外反。

水挽き成形。底裏に胎土目積み痕。摩

耗が激しく釉の判別がつかない。

砂粒・スコリア

淡黄色

普通

P91 ?

残存率10%

一次面表採

第75図

82

皿

器

九

陶

A〔 126〕

B 25
C〔 70〕

底部から回縁部片。削り出し三角高台

体部は内彎気味に外傾して立ち上がり

日縁部は折縁となっている。

水挽き成形。見込みに鉄絵による草花

文。折縁部に銅緑釉。

砂粒 。長石・スコ

リア,灰白色 ,鉄釉

飼緑釉 良好

P89 織部

残存率15%

B3区表採
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図版番サ 器  種 計測値(側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第75凹

83

/1ヽ

陶

鉢

　

器

A135

B 44

C 60

底部から口縁部
'|。

削り出し占台の外

面垂直内面内彎。体詞
`は

内彎気味に外

傾して立ちにがり,口縁部は折縁。

水挽き成形。見込み外周に輪ハゲ,中

央に菊の印花文があリヘこむ。体部低

位から底部の外面は無和。

砂粒

灰白色  長石Th

普通

P74 志野

残存率50%

17al区表採

九

　
陶

皿
　
器

A(lo 3〕

B 24
体部から「]縁部サ|。 体部は「勺彎気口米に

外傾して立ち上がり,日縁部は直線的

にri/ち 11がる。

水挽き成形。仝面施和。被二次焼成。

体部内面に鉄絵草花文。

砂粒・石英 。長石

灰白色,鉄釉・

長石釉   普通

P87 志野織部

残存率10%

一次面表採

85

天 日茶 碗

陶   器

A〔 lo 2〕

B(37)
体部から口縁部片。体部は外傾して立

ち11が り,日縁部との境に稜をもつ。

日縁部はi二立後やや外反する。

水挽き成形。内外面施釉。 砂粒

褐色    鉄和

普通

P32 瀬戸美濃系

残存率10%

B5ao区表採

86

天 日本 碗

陶   器

A〔 117〕

B(55)
体部から田縁部片。体部は外傾して直

線的に立ち上がり,日縁部との境に稜

をもつ。日縁部は直立後外反する。

水挽き成形。内外面施釉。被二次焼成 砂粒・長石・スコ

リア  灰白色

長石釉   普通

P 72志 野

残存率15%

H6jo区表採

天 日茶碗

陶   器

4 体部片。やや内彎気味に立ち上がる。 水挽 き成形。外面一部施釉。 砂粒・芸母・長石

灰色  黒色鉄釉

普通

P25 瀬戸美濃系

残存率 5%

C3a2区表採

碗
　
器

九
　
陶

A〔 1l o〕

B 75
C〔 40〕

底部から口縁部月。削り出し輪高台。

体部は,内彎後外傾して立ち上がる。

日縁部上端がやや外反する。

水挽き成形。高台部と体部下端は無釉

日縁部のみ鉄釉ではなく灰釉をかけ分

けている。 (かけ分け茶碗 )

砂粒・石英 。長石

スコリア 黒褐色

鉄釉    普通

P98 瀬戸美濃系

残存率45%

トレンチ表採

天 目茶碗

陶   器

A〔 128〕

B(57)
体部から口縁部,i。 体部はやや内彎後

外傾して立ち上がる。日縁部は内彎気

味に直立後すぐやや外反する。

水挽き成形。体部外面下位無釉。被二

次焼成。

砂粒・雲母・石英

褐灰色 黒色鉄釉

普通

P98 瀬戸美濃系

残存率15%

二次面表採

天 日茶碗

陶   器

B(28)

C〔 50〕

底部から体部片。削り出し高台。高台

外面垂直内面内傾。体部は内彎気味に

外傾して立ち上がる。

水挽き成形。体部内面施釉,外面下位

無釉。

砂粒

灰白色   鉄釉

普通

P54 瀬戸美濃系

残存率10%

F6h区 表採

土
　
陶

鍋
　
器

A〔 218〕

B(97)

C〔 97〕

底部から口縁部片。底都底上げ。体部

は内彎しながら立ち上がり,日縁部は

折縁となって耳が付く。

機構成形。見込みに目積み痕。体部下

位に胎土日付着。底裏,体部下位外面

無釉。

砂粒・石英 。長石

スコリア,にぶい赤褐色

黒色鉄釉  普通

P97 在地系

残存率20%

一次面表採

橋   鉢

土師質土器

A〔 245〕

B(40)

口縁部片。日縁部は僅かに内彎しなが

ら,外傾して立ち上がり,上端外面が

僅かに外反する。

日縁部内外面横ナデ。体部外面指頭圧

痕。

砂粒・雲母 。長石

スコリア

灰赤色   普通

P101在 地系

残存率 5%

E5h7区表採

信   鉢

土師質土器

B(35)

C(176〕

底部から体部片。平底。体部は外傾し

て立ち上がる。

体部内外面横ナデ。体部外面指頭圧痕

底裏ヘラ削り。体部最下位はヘラで面

とり。

砂粒 。石英 。長石

スコリア

明赤褐色  普通

P102在地系

残存率 3%

二次面平底

鉢
　
器

信
　
妬

A〔 245〕

B(80)
体部から口縁部片。体部は外傾して開

き,日縁部との境に稜をもち,口縁部

は直立し,上端の器厚が薄くなる。

輸積み椛櫨成形。内外面回転ヘラナデ

ロ縁部を拡張した縁帯が付き,外面に

3条の沈線が巡る。信日は縦と斜め。

砂粒 。長石・スコ

リア・礫

明赤褐色  良好

P41 堺・明石系

残存率20%

F6hl区表採

信   鉢

瓦 質土 器

A〔 306〕

B(108)

体部から回縁部片。体部は外傾して開

き,回縁部は器厚を増しながら僅かに

外へ膨らむ。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。内面の信目は10本 1単位で ,

体部上端まで達する。

砂粒・石英・長石

スコリア・礫

黒色    普通

P65 在地系

残存率20%

G5d9区表採

第76図

96

信   鉢

土師質土器

A〔 296〕

B(77)
体部から日縁部片。体部は外傾して開

き,日縁部は器厚を増しながら立ち上

がる。

体部,日縁部内外面横ナデ。体部外面

指頭圧痕。内面の信目は7本 1単位で ,

体部上端まで達する。内外面黒色処理

砂粒・石英・長石

スコリア・礫

黒掲色   普通

P100在地系

残存率10%

二次面表採

甕

　
器

大

文石

A〔 26.2〕

B(65)
頚部から口縁部片。頚部は内傾気味に

立ち上がり,日縁部は外反した後N字

状の縁帯をつくる。

粘土紐巻き上げ成形。内外面横ナデ。 砂粒・石央・長石

スコリア

赤橙色   普通

P27 常滑系

残存率 5%

D5h2区表採

98

養

器

大

文石

A〔 326〕

B(74)
肩部から口縁部片。肩部,日縁部は内

傾気味に立ち上がる。日縁部上端は内

側が馬平で外側はつまみ出し突帯。

粘土紐巻き上げ成形。内外面横ナデ。 砂粒・石英・長石

スコリア・礫

灰色    普通

P148常 滑系

残存率 5%

No 13ト レンチ

甕

　
器

大

水石

A〔 276〕

B(72)
肩部から口縁部片。肩部から日縁部は

内傾して立ち上がる。日縁部上端の内

側が扁平で外側はつまみ出し突帯。

粘土紐巻き上げ成形。内外面横ナデ。

日縁部外面に自然和。口縁部に重ね焼

きによる異個体の一部が付着。

砂粒・石央・長石

スコリア

にパい赤掲色 普通

P152常 滑系

残存率10%

一次面表採
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図版番号 器  種 計測llt(m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 捕 考

第76図

100

土 瓶 霊

陶   器

A〔 94〕

B 32

返し径78

山蓋で返し部はほぼ直立。蓋部は僅か

に上昇しながら針部へ至る。鉦部の絵

れは浅い。

水挽き成形。外面鉄和鮫肌。内面無釉 砂粒・長石

にぶい黄構 普通

(釉 )褐色

P7 残存率60%

在地系 (「勿来手」)

三次面表採

土

陶

瓶

　
器

A〔 88〕

B(66)
体部,日縁部片。体部は九味をもって

立ち上がり日縁部は僅かに内傾後直立

する。内面には蓋受けの突起が巡る。

水挽き成形。内外面横ナデ。体部外面

に鉄釉と白釉による等書きの梅イと文。

砂粒

灰白色

普通

P73 在地系

残存率15%

H6c8区表採

102

(袋 物 )

陶   器

体部片。内彎しながら丸みをもって立

ちとがる。

水挽き成形。内外両横ナデ。内外面施

釉外面は海鼠釉。内面は鉄釉と長石釉

の流し分け。長石釉は鮫肌。

砂粒 ,普通 ,外面明

緑灰色,内面灰褐

色 ,黒褐。明青灰色

P99 在地系

残存率15%

二次面表採

徳
　
陶

下U

器

B(11.0) 体部ナi。 下位はやや外傾し,上位は内

彎気味に立ち上がる寸胴型。

水挽き成形。内外面横ナデ。外面全体

に灰釉。内面灰釉の流し掛け。

砂粒

にぶい責色

普通

P154瀬戸美濃系

残存率20%

二次面表採

土 瓶 蓋

陶   器

A〔 75〕

B 33

返し径 54

山蓋で返し部はほぼ直立。蓋都は僅か

に上昇しながら鋭部へ至る。鉦部の経

オを
`ま

,完い。

水挽き成形。針部に五弁花の梅花文を

無釉部により作り出している。外面白

釉で弱い貫入がある。内面無rh。

砂粒

灰黄色 普通

(釉 )明オリーブ灰色

P92 在地系

残存率60%

二次面表採

徳
　
陶

利

器

B(55) 体部 (肩部から頚部)片。内彎して肩

部の張りを作り,内傾して立ち上がり

頚部に至る。

水挽き成形。外面灰釉。内面無釉。 砂粒

灰白色   普通

(釉 )オ リーブ責色

P153瀬戸美濃系

残存率20%

二次面表採

106

(袋 物 )

陶   器

B(44)

C(84〕

底部,体部片。上げ底で,休部はほぼ

垂直に立ち上がる。

水挽き成形。外面海鼠釉。内面鉄釉。

底部外周は面取りを施す。

砂粒    普通

外面 明緑灰色

内面 褐色

P156在 地系

残存率10%

二次面表採

利
　
器

徳
　
陶

B(26)

C 86
底部片。低い削り出し高台。 水挽き成形。底部回転糸切り。内面回

転ヘラ削り。

砂粒

浅責色   普通

(釉 )にぶい黄色

P155瀬戸美濃系

残存率10%

一次面表採

(袋 物 )

瓦 質土 器

B(51)

C 86
底部,体部岩。平底。体部は内彎気味

に外傾して立ち上がる。

水挽き成形。底部ヘラナデ。体部内外

面横ナデ。

砂粒・雲母・石英

長石・スコリア・

礫 黒褐色 普通

P151在地系

残存率15%

G6区二次面表採

109

(袋 物 )

陶   器

体部片。 水挽き成形。外面鉄釉。内面無釉。 砂粒・石英

にぶい橙色 普通

(釉 )明赤褐色

P33 在地系

残存率 2%

E5区表採

第77図

110

利

　
器

徳
　
磁

A 3.0

B258

C loo

完形品。底部は低い削り出し高台。体

部は僅かに外傾して内彎気味に立ち上

がり,肩が張る。日縁部は折り返し。

水挽き成形。体部外面に呉須書きの文

字三面。「伊勢屋」,「最上警油」,「丹J字

入りの屋号。透明釉。

砂粒・礫

灰白色   普通

呉須 黒色

P57 在地系

残存率100%

F6g2区表採

染 付 碗

磁   器

B(34) 日縁部片。残存部はほぼ直線的に立ち

上がる。

水挽き成形。呉須素焼き掛け。透明釉

に弱い貫入あり。

砂粒

灰白色   普通

呉須 明緑灰色

P94 肥前系

残存率 5%

二次面表採

染 付 九 碗

磁    器

B(35)

C 40
底部,体部片。三角高台。底部から体

部へ,連続的に内彎しながら立ち上が

る。

水挽き成形。絵柄は珪酸コバルトによ

る型紙絵付けで,透明釉。

砂粒

白色

普通

P56 瀬戸美濃系

残存率25%

F6il区表採

不

須 恵 器

B(16)

C〔 74〕

底部片。やや上げ底気味。 底部一方向の手持ちヘラ削り。体部下

端は回転ヘラ削り。

砂粒・礫

責灰色

普通

P69 残存率20%

H5io区二次面表採

底裏にX印のヘラ記号

一霊
　
器

頚
　
恵

長
　
須

5 7) 頚部片。やや径を細めながら立ち上が

る。頚部下位は器厚が厚い。

内外面横ナデ。外面片側に自然釉が付

着。

砂粒 。長石・黒色

班点 ,黄灰色 ,普通

(釉 )オ リーブ黒色

P31 残存率15%

E4a7区表採

遺構外出土遺物観察表 (土製品 )

図版番号 器  種
計測値

出 土 地 点 備 考
最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量 (g)

第77図 H5 煙 突 225 5 B3g3区表採
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遺構外出土遺物観察表 (ガラス製品 )

遺構外出土遺物観察表 (石製品 )

lXl版 番サ 器   種 計測llt(m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・容量 考備

第77図

H6

瓶

ガ ラ ス器

A 25

B 19 8

C 63

傾斜のきついにげ氏で底裏の中間部に

突‖が巡る。llt裏 の中央部は r`底。な

で肩で頚部にねじれ。 li端に突帯あり

口縁耐∫に切り離し痕あり。器壁内部に

気泡がある。

透明寺緑色

270ml

P58 残存率lllll%

F6il区表採

117

瓶

ガ ラ ス 器

A 21

B l18

C 41

Lげ氏の平嵐。体部は肩まで垂直に 1

がり,肩から頚へ内傾。途中μI線が 1

条巡る。類部下端突帯。日縁部縁1子。

器壁内部に細かい気泡がある。 無色透明

70ml

P60 残存率100%

F6il区 表採

瓶

ガ ラ ス 器

A 26

B 78

C 40

上げ底の平底。体部は肩まで垂直に li

がり,肩から頚へ内傾。額部から口縁

部へはやや外傾して直立。日縁部縁荷

底裏の中間部に突汁が巡る。器壁内部

に気泡。底裏の中央部に突市で「元J字

の文様。底部から頚部途中まで縦線2条

無色透明

50ml

P61 残存率100%

F6il区表採

瓶

ガ ラ ス 器

A l.5

B 55

C 24

上げ底の平底。体部は肩まで垂直にと

がり,肩から頚へ内傾。頚部から日縁

部へはやや外傾して直立。日縁部縁帯

底裏の中間部に突帯が巡る。器壁内部

に気泡。底裏の中央部に突帝で「K」字

の文様。底部から頚部途中まで縦線2条

無色透明

10ml

P22 残存率 lCXl%

F6il区 表採

120

瓶

ガ ラ ス 器

A 34

8 66

C 56

日縁部一部欠損。 Lげ底。胴部がへこ

んで直立。肩は内彎内傾。肩上端に突

帯 I条 ,日縁部に突帯各 1条が巡る。

器壁内部に気泡がある。体部下端から

肩部上端まで縦線 2条。頚部から口縁

部まで別な場所に縦線 2条が上がる。

透明青緑色

50ml

P62 残存率99%

F6il区表採

瓶

ガ ラ ス器

A 19

8166

C 52

上げ底でなで肩。喪部がねじれ,日縁

部に縁帝が巡る。

器壁内部に気泡がある。体部下端から

額部上端まで縦線 2条が立ち上がる。

透明緑灰色

185ml

P59 残存率lkXl%

F611区表採

瓶

ガ ラ ス器

A 62

8 77

C 49

上げ底の平底。体部は日縁都までにか

に外傾しながら立ち Lがる。日縁部に

ⅣI線が 1条巡る。

器壁内部に気泡がある。体部下端から

口縁部下端まで細い縦線が 2条立ち上

がる。

透明青緑色

100mI

P63 残存率lljO%

F611区表採

図版番号 器  種
計 値

石   質 出土 地 点 備 考
長さ(cm) 中目(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

第78図 138 砥 石 凝  灰  岩 D5j3区表採 Q7

砥 石 (102) 凝 灰 岩 二次面表採
砥 石 (148) 268 5 凝 灰 岩 D5j3区表採

第79図 141 砥 石 31 凝  灰  岩 D5j3区表採 Q6

砥 石 2189 粘 板 岩 F6il区表採 Q10

砥 石 1 7 凝 灰 岩 二次面表採 Q17

砥 石 凝 灰 岩 H6c8区表採
砥 石 (108) (42) 15 凝 灰 岩 H6dュ 区表採 Q14

砥 石 (90) l.6 凝 灰 岩 H6g8区表採 Q16

砥 石 (5,8) 19 凝 灰 岩 二次面表採 Q19

砥    石 ( 凝 灰 岩 二次面表採 Q20

墓 石 5300 0 砂 岩 G5ae区表採 誓妙衰書∵8筆マ魯: 鞘 野牽皆争
第80図 150 る 臼 5300,0 砂 岩 F5ho区 表採 Q8 粉挽き臼の下臼片 残存率50%

石 日 25 1 2H96 砂 岩 C6j2区表採 Q13 粉挽き臼の上国片 残存率15%

石 臼 (10 6 300 7 安 山 岩 No 14ト レンチ表採 Q22 茶挽き国の下臼片 残存率10%

石 臼 (17.3 104 953 7 砂 岩 F6h区表採 Q ll 粉挽き日の上〔ヨ片 残存率20%

石 田 (102 1164 8 砂 B3区貝集積地点 Q21 唐臼(掲 き臼)片 残存率20%

石 臼 18 1176 4 砂 ］石 F5ho区表採 Q9 粉挽き臼の上臼片 残存率15%

硯 (50 10 粘 板 岩 一次面表採 Q23 残存率 50%
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遺構外出土遺物観察表 (金属製品 )

遺橋外出土遺物観察表 (古銭 )

図版番号 器 種
計 値

材   質 出 土 地 点 備 考
長 さ(cm) 幅 (cm )享さ(cm) 重量 (

第81図 157 刀 2 0 (127 鉄 B3gl区表採 M15 茎長(93)卿  茎の革装が 一部残存
柄 0 (516) 鉄 表採 M76 茎長 (21)cnl

159 鎌 (14_ 4 0 (101 鉄 F6il区表採 M49

鎌 0 (111 鉄 E4es区表採 M39

鍔 (径 )68 74 4 銅 H5fo区表採 M69

蓋 つまみ径21 (径 )98 (高さ)4 3 51 5 鉄 F6j】 区表採 M66

蓋 つまみ径19 (高さ)39 41 ] 鉄 F6jl区表採 M67

煙 管 1皿径17 75 銅 E5h7区表採 M80 雁首のみ残存 火皿の吸い口側に穿孔 1カ所
耳 金 (8.0 08) 0 (18 鉄 表採 M77

吊 金  具 (58 07) 0 (10 鉄 E4c7区 表採 M40

耳 金 (5 0_5) 0 ( 49 鉄 B3h3区表採 Mll

角 (8 05) 0 ( 64 鉄 B3h3区表採 M12

角 釘 (62) 05) 0 ( 54 鉄 83h3区 表採 M13

舟 釘 (105 03) (169 鉄 F6h区表採 M59

第82図 171 舟 釘 (76 11) ( 95 鉄 F6il区表採 M55

角 釘 (95 08) (212 鉄 表採 M78

舟 釘 (116 1 (262) 鉄 表採 M79

舟 釘 1_2) (271) 鉄 F6il区表採 M58

舟 釘 (142 1 ( 38 鉄 F6h区表採 M57

舟 釘 (157 12) (76 鉄 F611区表採 M56

舟 釘 (109 06) (476 鉄 F6il区表採 M51 本 日痕付着

舟 釘 (9,9) 0.5) (429 鉄 F6il区表採 M50 木目痕付着

府 釘 (57 07) (19,6 鉄 F5h8区表採 M45 木目痕付着
180 舟 釘 (83 17 07) (446 鉄 F6il区 表採 M52 木目痕付着

舟 釘 (77 18) 07) (310 鉄 F6il区表採 M54 木目痕付着

舟 釘 (69 17 0.7) (204 鉄 F6i:区 表採 M53 木目痕付着
丸 釘 (107 (175 鉄 F6h区表採 M62 木目痕付着
九 釘 (12.2 (121 鉄 F6il区表採 M64

九 釘 (103 06) ( 75) 鉄 F6h区表採 M63

九 釘 (11 5) (H5) 鉄 F6il区表採 Iv1 61

九 釘 (9.3 (122) 鉄 F6if区表採 M60

丸 釘 (94 ( 83) 鉄 F611区表採 M65

不 明 (41 (09) (457) 鉄 B3g8区 表採 M14

図版番号 銭   種
初 鋳 年

出土 地 点 備 考
時 代 年 号 (西暦 )

第83図 190 開 元 通 費 唐 武 徳 4年 B2fO区表採 M10 真書

朝 鮮 通 費 朝  鮮 世 宗 5年 SK60内人骨の大道銭 M16 真書

景 徳 元 宝 北  宋 景 徳 元 年 SK60内人骨の六道銭 M17 真書

開 元 通 賓 唐 武 徳 4年 621) SK60内人骨の六道銭 M18 真書 平頭通 。上月
至 道 元 賓 北  宋 至 道 元 年 SK60内人骨の大道銭 M19 真書

元 符 通 費 北  宋 元 符 元 年 SK60内 人骨 の六道銭 M20 祭書

嘉 祐 元 賓 】ヒ  宋 嘉 祐 元 年 1056 SK60内人骨の大道銭 M21 真書

永 楽 通 賀 明 永 楽 6年 B3c6区人骨の六道銭 M22 真書

元 符 通 費 北   宋 元 符 元 年 098) B3cs区 人骨の六道銭 M23 祭書

永 楽 通 費 明 永 楽 6年 408) B3cG区人骨の大道抜 M24 真書

天 聖 元 賓 北   宋 天 聖 元 年 023) B3c6区 人骨の六道銭 M25 真書

宣 和 通 費 北   宋 宣 和 元 年 (1119) B3cG区 人骨の大道銭 M26 分楷
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図版番号 銭  種
初  鋳  年

出 土 地 点 備 考
時  代 号 (西暦 )年

熙 寧 元 質 Jヒ  宋 興 寧 元 年 SK6二 内人骨の六道銭 M27 真書

嘉 祐 通 費 北   宋 嘉 祐 元 年 1056 B3f(区表採 M29 真書

天 聖 元 費 北  宋 天 聖 元 年 1023 B3g4区表採 M31 真 書

天 聖 元 貨 北   宋 天 聖 元 年 B3j2区表採 M32 真書

皇 宋 通 費 Jヒ  宋 費 元 元 年 B3区表採 M33 真書

天 聖 元 賓 北   宋 天 聖 元 年 1023 B3j2区表採 M34 真書

聖 宋 元 賓 北   宋 建中靖国元年 B3区表採 M35 祭書

209 開 元 通 貨 唐 武 徳 4年 B3区表採 M36 真書  平頭通・上月

決 武 通 費 明 洪 武 元 年 1368 B3区表採 M37 真書 背一銭

天 聖 元 賓 北   宋 天 聖 元 年 1023 Ma8区人骨の大道銭 M41 祭書

寛 永 通 費 日  本 寛 永 13年 1636 E4a8区 人骨の大道銭 M42 真書  一文銭

元 符 通 費 北  宋 元 符 元 年 E4f8区表採 M43 祭書

紹 聖 元 賓 北   示 紹 聖 元 年 1094 E5f3区表採 M44 祭書

元 祐 通 費 耳ヒ  宋 元 祐 元 年 F5dB区人骨の六道銭 M46 真書

永 楽 通 費 明 永 楽 6年 おdB区人骨の六造銭 M47 真書

○ ○ 元 賀 恥d3区人骨の六道銭 M48 真書

G6j2区表採 M68

熙 寧 元 賀 北   宋 熙 寧 元 年 H6c4区 人骨の六道銭 M70 真書

洪 武 通 費 明 洪 武 元 年 H6c4区 人骨の大道銭 1ヽ7] 真書

嘉 祐 通 費 北  宋 嘉 祐 元 年 H6c4区 人骨の六道銭 M72 祭書

光 天 元 費 前  蜀 光 天 元 年 H6c4区 人骨の大道銭 M73 真書

223 紹 聖 元 費 北  宋 紹 聖 元 年 H6c4区 人骨の六道銭 M74 行書

○ ○ ○ 費 H6c4区 人骨の六道銭 M75

永 楽 通 費 明 永 楽 年 No 15ト レンチ表採 M81 真書

226 寛 永 通 費 日  本 寛 永 13年 一次面表採 M82 真書 一文銭

227 寛 永 通 費 日  本 寛 永 13年 表採 M83 真書 一文銭

寛 永 通 費 日  本 寛 永 3年 二次面表採 M84 真書 一文銭

元 豊 通 費 北  宋 元 豊 元 年 1078 No 16ト レンチ表採 M85 行書

第84図 230 皇 宋 通 費 北  宋 寅 元 元 年 B3h8区二次面表採 M86 祭書

元 豊 通 費 北  宋 元 豊 元 年 表採 M87 行書

元 祐 通 費 北  宋 元 祐 元 年 二次面表採 M88 行書

元 豊 通 費 北  宋 元 豊 元 年 B3hB区二次面表採 M89 行書

嘉 定 通 費 南  宋 嘉 定 元 年 B3h8区二次面表採 M90 具書 背九 (嘉定九年鋳造の意 )

政 和 通 費 北  宋 政 和 元 年 B3g8区二次面表採 M91 分楷

開 元 通 費 唐 武 徳 4年 B3ga区二次面表採 M92 真書

遺構外出土遣物観察表 (骨角製品 )

図版番号 種   類
計 測 値

材  質 出 土 地 粛 備 考

長 さ(cm) 幅 (cnl) 厚 さ(cn) 重さ(g)

第84図 237 不 明 16 鹿 角 E4a7区二次面表採 Bl 上・下端部に削り痕。内側海綿質部くりぬく。

駒 外径36 内径21 鹿 角 F5i8区二次面表採 32 対角線に2対の穿孔あり。

不 明 26 6 鹿 角 二次面表採 B3 表面摩耗激しい
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第 4節  まとめ

前節において遺構,遺物についてまとめてきたが,その中で遺構については,屋外戯水槽に形態の上で特徴

の類型化ができ,遺物については陶磁器に比較的時期を限定できるものがあるので,こ の 2点について以下に

記載する。

1 屋外戯水槽について
屋外鍼水槽については,前節において 1群 としてとらえられるものを「製塩跡」の中に入れ,群 としてとら

えにくいものと,小型のものを「戯水槽」としてまとめたが,こ れらを形態の上から見ていくと,以下のよう

に大きく3つのグループに分類することができる。

(1)大型のもの…… 1つの製塩跡に下記ア,イ の両タイプが混在することはない。

ア 長大型……推定復元値で長軸が 4～ 6m,長軸 :短軸=1:2～ 1:4,深 さlm超が多い。土樋を

伴う。

第 3号製塩跡の屋外戯水槽……16,34,36,66号戯水槽

第 6号製塩跡の屋外戯水槽……26,64,67号戯水槽

第 7号製塩跡の屋外戯水槽……68,70,72,73号 鍼水槽

その他の屋外鹸水槽……39,55,52号戯水槽                      計13基

イ 隅九方形型……推定復元値で長軸が1.2～ 2.6m,長軸 :短軸=1:1～ 3:5,深 さlm超が多い。

土樋を伴わない。

第 2号製塩跡の屋外鹸水槽……40,45号餓水槽

第 8号製塩跡の屋外戯水槽……71,74,75,76,77,79,80181,82,83号 戯水槽

第 9号製塩跡の屋外馘水槽……87,88,89,90,91,92,100,101,102,103,104号 戯水槽

その他の屋外戯水槽……41,42,44,56,63,69,78号 鍼水槽                計30基

(2)小型のもの……推定復元値で長軸が1.5～ 2.8m,深 さが比較的浅く0.2～ 0.7m。 分布に規格性がなく,

並んでも2基。(1)のア,イ 以外の屋外戯水槽                計45基

上記(1)のア,イ ,(2)の 3タ イプの屋外戯水槽は, タイプ別に群をなして存在する。

2 陶磁 器 につ い て

今回の調査において出上した陶磁器類のうち,時期のわかったものが38点あった。以下に,それを古い順に

整理した。

15世紀         2点  常滑系大甕

16世紀後半       3点  瀬戸美濃系灰釉九皿 2・ 水注 1

16世紀後半～17世紀初頭  2点 明万暦製染付碗 1,在地系瓦質 1

16世紀後半～17世紀前半  2点 常滑系大甕

17世紀初頭       1点  瀬戸美濃系 (志野)白天目

17世紀前半       14点  瀬戸美濃系九皿 9(志野 8,織部 1),天 日3,志野小鉢 2

17世紀         1点  明石・堺系信鉢
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18世紀前半       2点  瀬戸美濃系掛け分け茶碗 1,鉄釉九碗 1

18世紀         1点  肥前系染付碗

18世紀後半～19世紀前半  3点 瀬戸美濃系灰釉徳利

19世紀         6点  在地系急須 1,急須の蓋 (松岡)2,土鍋 1,その他 2

明治          1点  瀬戸美濃系染付九碗

これらのうち,16世紀後半から17世紀前半という枠でまとめると,38点 中22点が入ってくる。これより前の

時期のものは,15世紀の常滑系大甕 2点のみで,後の時期のものは14点である。仮に15世紀を I期 ,16世紀後

半から17世紀前半をⅡ期,18世紀以後をⅢ期とすると,各期の間に断絶期があることになる。 I・ Ⅱ期の間が ,

16世紀の後半, E・ Ⅲ期の間が17世紀の後半である。

以上の 2点 についてまとめたが,最後に本跡の製塩跡としての存続期間について述べておく。まず,その開

始であるが,上記の陶磁器からさかのぼることのできる年代は15世紀である。また,比較的多量に出土してい

る内耳土鍋は,在地産のいわゆる「常陸型」内耳土鍋であり,こ れも15世紀に比定できる(1)(2)(3と これらの遺物

は,ほ とんどが遺構外で出土したものであり,その出土状況を考えると,製塩跡の操業時期の決定に直接結び

つけられるものではない。しかも,本跡の性格の中に製塩跡としての立地以外に,墓域として機能していた時

期があり,内耳土鋼片が人骨と共に出土する例もある“
)(5)。

しかし,内耳土鍋のほとんどすべての破片の外面に煤が付着しており,明 らかな使用痕が認められる。これ

は本跡付近で生活をしていた者が存在したことを示すものであり,その生活者が製塩を行っていた可能性があ

ると考えることができる。従って,本跡における製塩業の開始時期を15世紀と考えておきたい。

また終末については,第 2章第 2節で述べたように,文献から,明治末までは零細化しながらも製塩が続け

られていたことが分かる。このように本跡における製塩跡としての存続期間は,15世紀から明治時代末期まで

ととらえることができる。しかし,開始時期については,さ らにさかのぼるという可能性を否定することはで

きない。

注

(1)浅野晴樹  「東国における中世在地系土器について一主に関東を中心にして一」『国立歴史民俗博物館

研究報告第31集』 回立歴史民俗博物館 1991年 3月

(2)茨城県教育財団  「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書13 屋代 B遺跡 I」 『茨城県教育財団

文化財調査報告第33集』 財団法人茨城県教育財団 1986年 3月

(3)茨城県教育財団 「 (仮称)水戸浄水場予定地内埋蔵文化財調査報告書 白石遺跡」『茨城県教育財団

調査報告第82集』 財団法人茨城県教育財団 1993年 3月

(4)茨城県教育財団  「常陸那珂港関係埋蔵文化財調査報告書 1 沢田遺跡」『茨城県教育財団文化財調査

報告第52集』 財団法人茨城県教育財団 1989年 3月

(5)茨城県教育財団 「常陸那珂港関係埋蔵文化財調査報告書 2 沢田遺跡」(上 ),(下 )2冊  『茨城県教

育財団文化財調査報告第77集』 財団法人茨城県教育財団 1989年 3月
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